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大盛況！ 第8回西土佐産業祭
（P3に関連記事）



年頭のごあいさつ年頭のごあいさつ

市議会議長　宮﨑　努

　新年あけましておめでとうございます。

　市民の皆さまには健やかに新春をお迎えのこと

と心よりお慶び申し上げます。

　さて、日本列島は昨年も多くの災害に見舞われ

ました。川の氾濫に加え、風害による家屋損壊や倒

木、長期間の停電など、今まででは考えられなかっ

たような災害が起きています。命を守るため、自

助・共助・公助の仕組みづくりをこれまで以上に推

進する必要があります。

　また、昨年は30年続いた「平成」が「令和」にかわ

るという歴史的な年でもありました。譲位による

皇室継承は約200年ぶりとのことです。新しい時代

の幕開けに対する期待に加え、今年の東京オリン

ピック・パラリンピックの開催、また、5年後の大阪

万博開催により、ますます将来に対する期待が増

すところです。これからの時代が希望に満ちたも

のであるよう祈念いたします。

　そんな中、四万十市では高速道路延伸や国道441

号線整備、防災対策に加え、文化複合施設建設や食

肉センター建て替えといった大型事業に取り組

み、「四万十市総合計画」に基づいた街づくりを

着々と進めているところです。市議会でも市の要

望活動を後押しすると共に、適正な事業実施に向

けて議論を進めてまいります。

　また、議会改革の一環として、インターネット中

継やフェイスブック、LINE（ライン）、議会だより

の充実化など、これまで取り組んでまいりました

が、さらに親しみやすく、見える議会へ、そして、一

昨年より始まった分野別意見交換会により、対話

の機会を増やし、より市政に市民の皆さまの声を

反映させることができるよう取り組んでいるとこ

ろであります。

　今後も議員一人一人が多様なニーズを汲み上

げ、市政に反映させることで二元代表制の一翼と

しての役割を果たしていきたいと思います。

　結びに、市民の皆さまにとりまして、輝かしく実

り多い一年となりますことを心よりご祈念申し上

げ、年頭のごあいさつといたします。

市長　中平　正宏

　明けましておめでとうございます。

　市民の皆さまにおかれましては、健やかに新年

をお迎えになられたことと存じます。

　また、旧年中は市政へのご指導、ご協力を賜り心

より感謝申し上げます。

　昨年は、平成から令和へと新時代の幕が開け、大

きな期待の中、はやぶさ2の小惑星「りゅうぐう」へ

の着陸成功、ラグビーＷ杯の日本開催など明るい

話題の一方で、台風による甚大な被害が東日本各

地にもたらされた一年でありました。

　また、10月には市民生活に直接影響のある消費

税率が引き上げられました。

　本市におきましては、四国横断自動車道「大方～

四万十」間の事業化、横瀬川ダムの湛水式等、市民

生活の根幹を為すインフラ整備が進みました。

　また、郷土博物館のリニューアル、川﨑保育所の

移転改築、ファミリーサポートセンターの開設、さ

らに日本体育大学とのスポーツ等連携事業のス

タートがありました。

　県政では、12年ぶりに知事選が行われ、本県の新

リーダーが誕生しました。本市としましては、旧中

村市出身の濵田知事と連携し市政発展のため、各

種施策を着実に進めてまいります。

　本年は、2020東京オリンピック・パラリンピッ

クが開催されます。本市においても聖火リレーを

実施いたしますので、沿道からの温かいご声援を

お願いいたします。

　また、昨年末閉館しました中央公民館・働く婦人

の家並びに文化センターを統合した文化複合施設

の実施設計並びに管理運営実施計画の策定や公私

連携型保育所の建設に取り組んでまいりますの

で、引き続きのご支援、ご協力をお願い申し上げま

す。

　結びに、今年一年が市民の皆さまと四万十市に

とりまして幸多い一年となりますようご祈念申し

上げまして年頭のごあいさつといたします。
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
お
知
ら
せ

市からのお知らせ ― SHIMANTO CITY NEWS ―

　「
光
れ
！
西
土
佐
」を
テ
ー
マ
に
、第
8
回

西
土
佐
産
業
祭
が
12
月
1
日（
日
）に
西
土

佐
中
学
校
で
開
催
さ
れ
、西
土
佐
地
域
内
外

よ
り
約
３
０
０
０
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し

た
。
　
西
土
佐
産
業
祭
で
は
お
な
じ
み
の
、農
林

水
産
物
な
ど
の
展
示
・
即
売
、漬
物
コ
ン
テ

ス
ト
の
実
施
や
、「
地
産
地
消
コ
ー
ナ
ー
」で

は「
第
8
回
う
ま
い
も
の
商
店
街
」が
同
時

開
催
さ
れ
、地
元
グ
ル
メ
料
理
を
求
め
て
多

住
民
税
非
課
税
者
の
申
請
期
限
延
長
！

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
引
換
券
の

申
請
期
限
を
1
月
31
日（
金
）ま
で
延
長
し

ま
す
。
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
に

は
、令
和
元
年
8
月
上
旬
に
交
付
申
請
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。購
入
を
希
望
す
る
人
は

お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
紛
失
し
た
人
は
、問
い
合
わ
せ
先
ま
で

　
　
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
再
送
付
し
ま
す
。

商
品
券
の
購
入
は
2
月
ま
で
！

　
申
請
い
た
だ
い
た
非
課
税
者
の
う
ち
該

当
す
る
人
お
よ
び
子
育
て
世
帯
に
は
、商
品

券
購
入
引
換
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。購
入

期
間
は
2
月
28
日（
金
）ま
で
で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
※
商
品
券
が
使
用
で
き
る
期
間
は
3
月

　
　
31
日（
火
）ま
で

■
商
品
券
の
購
入
場
所

　
中
村
地
域

　
土
佐
中
村
郵
便
局
、中
村
八
束
郵
便
局
、

　
中
村
古
津
賀
郵
便
局
、下
田
郵
便
局
、蕨

　
岡
郵
便
局
、富
山
郵
便
局
、中
村
下
町
郵

　
便
局
、四
万
十
ト
ン
ボ
郵
便
局
、中
村
駅

　
前
郵
便
局
、東
中
筋
郵
便
局
、後
川
郵
便

　
局
、川
登
郵
便
局
、有
岡
郵
便
局

　
西
土
佐
地
域

　
江
川
﨑
郵
便
局
、大
宮
郵
便
局
、口
屋
内

　
郵
便
局

　
※
営
業
時
間
は
、月
〜
金（
祝
日
を
除
く
。）

　
　
9
時
〜
17
時（
土
佐
中
村
郵
便
局
の
み

　
　
19
時
ま
で
）

■
購
入
時
に
必
要
な
も
の

　
①
四
万
十
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購

　
入
引
換
券

　
※
購
入
引
換
券
は
、再
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

　
②
身
分
証
明
書（
免
許
証
、健
康
保
険
証
等
）

　
※
購
入
対
象
者
や
代
理
人
等
の
本
人
確

　
　
認
を
行
い
ま
す
の
で
、必
ず
身
分
証
明

　
　
書（
写
し
可
）を
持
参
く
だ
さ
い
。

■
商
品
券
が
使
用
で
き
る
店
舗

　
市
に
登
録
し
た
店
舗
の
み
使
用
で
き
ま

す
。詳
し
く
は
購
入
引
換
券
と
一
緒
に
送
付

し
た
チ
ラ
シ（
利
用
約
款
の
裏
面
）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
※
登
録
店
舗
の
受
付
は
随
時
行
い
、店
舗

　
　
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
随
時

　
　
更
新
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
庁
）観
光
商
工
課
　
商
工
・
雇
用
対
策
係

　
☎（
3
4
）1
1
2
6

　
F
A
X（
3
4
）2
5
2
5

　（
総
合
支
所
）産
業
建
設
課
　
産
業
振
興
係

　
☎（
5
2
）1
1
1
3

く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。イ
ベ
ン
ト

ス
テ
ー
ジ
で
は
、子
ど
も
太
鼓「
一
番
星
」や

西
土
佐
中
学
校
音
楽
部
の
演
奏
、西
土
佐
分

校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
に
よ
る
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、藤
ノ
川
郷
土
芸
能
保
存

会
に
よ
る
藤
ノ
川
御
神
楽
が
披
露
さ
れ
る

な
ど
、地
域
で
光
り
続
け
て
い
る
文
化
や
産

業
が
一
堂
に
会
し
、賑
わ
い
の
あ
る
楽
し
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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あなたの意見を聞かせてください！

　市で策定を進めている各種計画について、皆さまのご意見を反映させるため、下記のとおりパブリック

コメントを実施します。

■意見を提出できる方

　市内に住所を有する方、市内に事務所等を有する個人・法人等、市内に通勤・通学する方

■意見の提出方法

　閲覧場所に備え付けの用紙または市公式ホームページから様式をダウンロードし、必要事項を記入のう

え、提出先に郵送、ファクシミリ、電子メールまたは直接提出してください。

■意見提出の留意事項

　・氏名、住所等の記入がない意見や電話など口頭による意見は受付できません。

　・意見に対する個別回答はいたしかねますので、あらかじめご了承ください。

　・提出していただく意見は日本語に限ります。

　・お寄せいただいた意見は、個人情報を除き取りまとめたうえで、市の考え方と合わせて公表します。

個人情報の利用目的

　意見に記載された個人情報については、意見の内容を確認する場合にのみ利用します。また、意見などの

概要を公表する際は、個人情報は公開しません。

　市では、総合計画の基本構想等に基づき、目標とする市の将来像を実現するため、今後5年間（令和2年度

から令和6年度まで）のまちづくりの指針となる「四万十市総合計画後期基本計画」および「第2期四万十市

まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定を進めています。

■募集期間　1月14日（火）から2月14日（金）

■閲覧場所および時間

　・市役所本庁舎3階企画広報課、西土佐総合支所1階ロビー（土、日、祝日を除く平日の8：30から17：15まで）

　・市役所本庁舎2階 図書館（1月31日（金）を除く9：00から19：00まで）

　・市公式ホームページ

【問い合わせ・提出先】（市）企画広報課　企画調整係

　　　　　　　　　　〒787-8501　四万十市中村大橋通4丁目10番地

　　　　　　　　　　☎(34)1129　FAX(35)0007　E-mail：mirai@city.shimanto.lg.jp

　市では、豊かな地域資源を活かし競争力がある持続可能な産業を目指すため、「四万十市産業振興計画

Ver.2」の策定を進めています。

■募集期間　1月14日（火）から2月14日（金）

■閲覧場所および時間

　・市役所本庁舎3階企画広報課、西土佐総合支所1階ロビー（土、日、祝日を除く平日の8：30から17：15まで）

　・市役所本庁舎2階 図書館（1月31日（金）を除く9：00から19：00まで）

　・市公式ホームページ

【問い合わせ・提出先】（市）企画広報課　産業振興室

　　　　　　　　　　〒787-8501　四万十市中村大橋通4丁目10番地

　　　　　　　　　　☎(34)1145　FAX(35)0007　E-mail：sansin@city.shimanto.lg.jp

パブリックコメントの共通事項

「四万十市総合計画後期基本計画（案）」および
「第2期四万十市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）」パブリックコメント

「四万十市産業振興計画Ver.2（案）」パブリックコメント
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　市では、人口減少・高齢化社会に対応した持続可能なまちづくりの実現を図るため、おおむね20年後を見

据えながらコンパクトなまちをつくる「四万十市立地適正化計画」の策定を進めています。

■募集期間　1月14日（火）から2月14日（金）まで

■閲覧場所および時間

　・市役所本庁舎5階まちづくり課、西土佐総合支所1階ロビー（土、日、祝日を除く平日の8：30から17：15まで）

　・市役所本庁舎2階 図書館（1月31日（金）を除く9：00から19：00まで）

　・市公式ホームページ

【問い合わせ・提出先】（市）まちづくり課　計画係

　　　　　　　　　　〒787-8501　四万十市中村大橋通4丁目10番地

　　　　　　　　　　☎（34）8150　FAX（34）0381　E-mail：keikaku@city.shimanto.lg.jp

　本市では、人口減少や都市のスポンジ化が進み、今後もさらに進行することが予測されており、その課題

解決に向け、持続可能な都市経営を行うまちづくりへの転換が必要となっています。

　そこで、居住機能や医療、福祉、商業などのさまざまな都市機能の誘導と、公共交通との連携による「コン

パクトシティ・プラス・ネットワーク」の都市構造を目指すため、このたび「四万十市立地適正化計画（案）」

を取りまとめましたので、市民の皆さまのご意見を反映するための市民説明会を開催します。

■日時　1月24日（金）19：00～　　　■場所　四万十市役所3階　会議室

【問い合わせ先】（市）まちづくり課　計画係　☎（34）8150

「四万十市立地適正化計画（案）」パブリックコメント

「四万十市立地適正化計画（案）」市民説明会の開催

11
月
15
日
　
令
和
元
年
度
過
疎
関
係
都
市
連
絡
協
議
会 

秋
季
総
会
、新
過
疎
法
制
定

　
　
　
　
　
実
現
総
決
起
大
会（
東
京
都
）

　
　
16
日
　
高
知
県
立
中
村
高
等
学
校
同
窓
会 

名
古
屋
支
部
総
会（
愛
知
県
）

　
　
19
日
　
第
4
回
A
N
A
総
合
研
究
所
地
域
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、四
国
西
南
地

　
　
　
　
　
域
道
路
整
備
促
進
協
議
会 

国
会
議
員
要
望
活
動
ほ
か（
東
京
都
、〜
20
日
）

　
　
23
日
　
一
條
大
祭
例
大
祭

　
　
　
　
　
第
61
回
四
万
十
市
美
術
展
　
表
彰
式

　
　
　
　
　
第
1
回
J
A
高
知
県
幡
多
地
区
・
中
村
ま
つ
り

　
　
26
日
　
四
万
十
市
戦
没
者
並
び
に
満
州
分
村
殉
難
者
合
同
追
悼
式

　
　
27
日
　
国
道
4
3
9
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会 

国
会
議
員
要
望
活
動
、2
0
1
9

　
　
　
　
　
年
度
全
国
山
村
振
興
連
盟 

通
常
総
会
、国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

　
　
　
　
　
ほ
か（
東
京
都
、〜
28
日
）

　
　
29
日
　
県
道
薮
ヶ
市
松
野
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会 

高
知
県
土
木
部
要
望
活
動

12
月
1
日
　
第
8
回
西
土
佐
産
業
祭

　
　
2
日
　
12
月
市
議
会
定
例
会 

開
会（
〜
17
日
）

　
　
3
日
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員
委
嘱
状
伝
達
式

　
　
５
日
　
幡
多
信
用
金
庫
創
立
90
周
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
寄
付
金
贈

　
　
　
　
　
呈
式

　
　
7
日
　
四
万
十
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
啓
発
パ
レ
ー
ド

　
　
　
　
　
第
18
回
四
万
十
つ
る
の
里
祭
り

11
月
15
日
〜
12
月
14
日

市
長
日
誌
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～ひとが集い、賑わいが生まれる文化施設を目指して～
「四万十市文化複合施設」基本設計 公聴会を開催します！

　市では、「文化複合施設」の整備計画を進めており、本年度は「基本設計」と「管理運営基本計画」を策定し

ています。

　市民の皆さんのニーズを把握し、より使いやすい施設にしていくことを目標に、本年度、｢基本設計｣は

市民説明会・3回の市民ワークショップ・市民座談会を、｢管理運営基本計画」においては、3回の市民ワーク

ショップを開催し、皆さんから多くの貴重なご意見をいただきました。

　いただいたご意見については、設計や計画にできるだけ反映していきます。

　なお、市民ワークショップ等で出されたご意見につきましては、市公式ホームページでご覧になれま

す。

【問い合わせ・申込先】

　（市）企画広報課　文化複合施設整備推進室（四万十市右山五月町8-22　市立中央公民館内）

　☎（34）1501　FAX（34）1502　E-mail：bunkafukugou@city.shimanto.lg.jp

　本年度取り組んでいる基本設計では、皆さんからのご意見を取り入れ、建物の配置・平面計画・空

間構成・デザインや建築設備について取りまとめることとしています。

　つきましては、皆さんに基本設計の素案について知ってもらうため、公聴会を開催します。

　多くの皆さんの参加をお待ちしています。

◆日　　時　1月30日（木）19：00～20：30

◆会　　場　市立文化センター 1階 大会議室（四万十市中村桜町2-1）

◆参 加 費　無料

◆応募方法　資料準備の都合がありますので、1月24日（金）までに、電話またはメール、FAX（住所・

　　　　　　氏名・年齢・電話番号・(あれば)所属団体を明記）にてお申し込みください。（電話受付

　　　　　　は、土・日・祝日を除く8：30～17：15）

基本設計 市民説明会

管理運営基本計画 市民ワークショップ

基本設計 市民ワークショップ

基本設計 市民座談会

基本設計 市民ワークショップ

基本設計 市民座談会
（班ごとのワークショップ）
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道
路
整
備
の
魅
力
向
上
や
地
域
が「
つ
な

が
る
」こ
と
を
体
験
す
る
た
め
、本
年
度
開

通
予
定
の「
国
道
56
号
中
村
宿
毛
道
路
」に

つ
い
て
、12
月
9
日
に
中
村
小
学
校
6
年
生

44
名
と「
四
万
十
市
の
道
路
整
備
を
進
め
る

女
性
の
会
」15
名
で
現
場
見
学
会
を
行
い
ま

し
た
。

　
当
日
は
、中
村
河
川
国
道
事
務
所
の
協
力

の
も
と
、工
事
内
容
の
説
明
の
ほ
か
、建
設

機
械
の
試
乗
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
後

も
こ
う
し
た
見
学
会
や
勉
強
会
を
通
じ
て
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
道
路
の
必
要

性
や
魅
力
を
伝
え
、道
路
整
備
促
進
に
向
け

た
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ブ
ラ
イ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ガ
イ
ド
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
、本
市
出
身
の
長
崎
千
代
さ

ん
が
、四
万
十
市
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
崎
さ
ん
は
、数
多
く
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
大
会
に
ガ
イ
ド
と
し
て
出
場
し
て
お

り
、プ
レ
ー
ヤ
ー
の
石
山
雄
大
さ
ん
と
臨
ん

だ
、本
年
9
月
に
開
催
さ
れ
た「
文
部
科
学
大

臣
杯（
第
14
回
）2
0
1
9
ブ
ラ
イ
ン
ド
ゴ
ル

フ
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ

プ
」で
は
、見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ブ
ラ
イ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
は
、視
覚
障
害
者

（
プ
レ
ー
ヤ
ー
）と
介
添
え
者（
ガ
イ
ド
）が
2

人
1
組
で
行
う
ゴ
ル
フ
競
技
で
、障
害
の
程

度
に
よ
り
ク
ラ
ス
が
分
か
れ
て
お
り
、一
部

例
外
が
あ
り
ま
す
が
、通
常
の
ゴ
ル
フ
と
ほ

ぼ
同
じ
ル
ー
ル
、同
じ
道
具
を
使
用
し
て
プ

レ
ー
し
ま
す
。ガ
イ
ド
は
、プ
レ
ー
ヤ
ー
が
安

全
に
プ
レ
ー
で
き
る
よ
う
移
動
な
ど
の
補
助

や
、キ
ャ
デ
ィ
ー
と
し
て
ボ
ー
ル
を
打
つ
方

向
や
ク
ラ
ブ
の
角
度
を
セ
ッ
ト
す
る
な
ど
、

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　
長
崎
さ
ん
か
ら
は
、ブ
ラ
イ
ン
ド
ゴ
ル
フ

の
基
本
的
な
ル
ー
ル
や
、D
V
D
を
見
な
が

ら
実
際
の
プ
レ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
、ガ
イ

ド
と
し
て
の
や
り
が
い
な
ど
に
つ
い
て
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
だ
信
頼
関
係
が
築

け
て
い
な
い
状
態
で
は
、ガ
イ
ド
の
指
示
に

疑
問
を
持
ち
、プ
レ
ー
ヤ
ー
が
少
し
微
調
整

し
て
し
ま
い
ホ
ー
ル
イ
ン
し
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、そ
れ
で
も
、と
も
に
プ
レ
ー
を
し

て
い
く
中
で
、少
し
ず
つ
信
頼
関
係
が
築
か

れ
、良
い
プ
レ
ー
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

　
ガ
イ
ド
は
、グ
リ
ー
ン
の
傾
斜
な
ど
を
見

極
め
、打
つ
方
向
や
力
加
減
も
プ
レ
ー
ヤ
ー

に
指
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。的
確
な
指

示
が
出
せ
る
よ
う
勉
強
や
経
験
を
積
み
重
ね

て
い
く
中
で
、長
崎
さ
ん
本
人
の
プ
レ
ー
の

ス
コ
ア
も
以
前
よ
り
良
く
な
っ
た
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
ブ
ラ
イ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
競
技
人
口
は
、世

界
で
約
6
0
0
人
、日
本
で
は
2
0
0
人
ほ

ど
と
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
も
近
年
競
技
人
口
が
増
え
て
い
ま

す
が
、ま
だ
視
覚
障
害
者
の
中
で
も
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
競
技
で
あ
り
、長
崎
さ
ん

は
、「
今
は
ま
だ
皆
さ
ん
に
知
ら
れ
て
い
な
い

ブ
ラ
イ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
す
が
、こ
れ
か
ら
ど

ん
ど
ん
競
技
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、た

く
さ
ん
の
人
た
ち
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で

競
技
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
。

そ
し
て
、将
来
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
の

一
つ
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
中
に
は
、高
知

県
で
も
大
会
を

行
い
た
い
、と
話

し
て
い
る
方
も

い
る
そ
う
で
、実

現
す
れ
ば
高
知

県
で
長
崎
さ
ん

が
ガ
イ
ド
と
し

て
活
躍
す
る
姿

が
見
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
令
和
2
年
2
月
1
日
現
在
で
、「
2
0
2
0

年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、全
国
の
農
家
や
林
家
を
は

じ
め
、す
べ
て
の
農
林
業
関
係
者
を
対
象
と

し
て
、5
年
ご
と
に
行
わ
れ
る『
農
林
業
の
国

勢
調
査
』と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

　
1
月
中
旬
か
ら
、農
林
業
を
営
ん
で
い
る

皆
さ
ま
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
お
伺
い
し
、

農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
を
確
認
の
う
え
、

調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　
調
査
票
に
記
入
し
た
事
項
に
つ
い
て
は
、

統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

四
万
十
市
を
表
敬
訪
問

「
国
道
56
号
中
村
宿
毛
道

路
」現
場
見
学

農
林
業
セ
ン
サ
ス
へ
の

ご
協
力
の
お
願
い

【問い合わせ先】
　(市)企画広報課　広報統計係　☎(34)1810
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市
で
は
、令
和
元
年
7
月
16
日
付
け
で
学

校
法
人
日
本
体
育
大
学
と
締
結
し
た「
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
連
携
協
定
」

に
基
づ
き
、市
民
の
健
康
増
進
、ス
ポ
ー
ツ

へ
の
意
識
の
高
揚
並
び
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興

等
を
目
的
に
、次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

三
矢
八
千
代
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室（
無
料
）

　「
日
本
初
の
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
」と
し

て
、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

普
及
と
後
進
の
育

成
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
る
三
矢
八
千
代
先
生
に
よ
る
、老

若
男
女
を
問
わ
ず
、あ
ら
ゆ
る
世
代
の
健
康

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

■
日
時
　
2
月
9
日（
日
）9
時
30
分
〜
11
時

■
場
所
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
安
並
）

■
対
象
　
18
歳
以
上
の
男
女

■
定
員
　
先
着
1
5
0
名

■
申
込
期
間
　
1
月
20
日（
月
）〜
31
日（
金
）

■
申
込
方
法
　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

■
そ
の
他

　
飲
み
物
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
く
だ

　
さ
い
。
教
室
中
の
事
故
等
に
つ
い
て
は
、

　
主
催
者
で
か
け
る
傷
害
保
険
の
範
囲
内

　
で
対
応
し
ま
す
。

男
子
柔
道
部
合
宿

　
国
内
大
学
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
力
を
も

つ
男
子
柔
道
部
60
名
の
合
宿
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

■
合
宿
期
間

　
2
月
26
日（
水
）〜
3
月
1
日（
日
）

■
場
所
　
市
立
武
道
館

　
※
合
宿
の
様
子
は
自
由
に
観
覧
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

　
合
宿
期
間
中
に
、ジ
ュ
ニ
ア
世
代
対
象
の

柔
道
教
室
を
開
催
予
定
で
す
。詳
細
は
後
日

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

バ
ズ
ー
カ
岡
田
講
演
会（
無
料
）

　
体
育
学
部
准
教
授
で
あ
り
な
が
ら
、テ
レ

ビ
等
で
も
活
躍
し
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
か

ら
一
般
層
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ー
ル
ド

で
身
体
づ
く
り
を
提

案
・
指
導
さ
れ
て
い

る
バ
ズ
ー
カ
岡
田
氏

に
よ
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
講
演
タ
イ
ト
ル

　「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
身
体
づ
く
り 

　
―
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
ボ
デ
ィ
ビ
ル

　
ダ
ー
に
学
ぶ
―
」

■
日
時
　
2
月
28
日（
金
）19
時
〜
20
時
30
分

■
場
所
　
市
立
武
道
館
　
会
議
室

■
対
象
　

　
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
・
保
護
者
・
学
生
・
一
般

■
定
員
　
先
着
1
0
0
名

■
申
込
期
間
　
2
月
3
日（
月
）〜
21
日（
金
）

■
申
込
方
法
　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎（
3
4
）2
0
7
1

　
F
A
X（
3
4
）4
8
9
4

　E
-m
a
il：
sp
o
rt@
c
ity
.shim

a
n
to
.lg
.jp

　※

文
化
複
合
施
設
の
整
備
に
伴
い
、
ス

　
　
ポ
ー
ツ
振
興
係
は
市
民
ス
ポ
ー
ツ

　
　
セ
ン
タ
ー
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
本
市
の
下
田
出
身
で
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男

子
の
日
本
リ
ー
グ
や
国
際
大
会
で
強
打
者

と
し
て
活
躍
し
て
き
た
現
男
子
日
本
代
表

監
督
の
岡
本
友
章
氏
が
、県
内
で
は
2
人
目

と
な
る
世
界
野
球
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟（
Ｗ

Ｂ
Ｓ
Ｃ
）の
殿
堂
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
岡
本
氏
は
、下
田
中
学
校
か
ら
岡
豊
高
校

を
経
て
1
9
9
3
年
闘
犬
セ
ン
タ
ー
入
り
。

そ
の
後
オ
ー
ル
高
知
、高
知
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

ウ
ェ
ー
ブ
で
、強
打
の
内
野
手
と
し
て
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。日
本
リ
ー
グ
で
は
通
算
71
本

塁
打
を
マ
ー
ク
し
、国
際
大
会
で
も
日
本
代

表
の
4
番
を
務
め
る
な
ど
、中
心
打
者
と
し

て
貢
献
さ
れ
、2
0
1
6
年
に
は
日
本
代
表

監
督
に
就
任
し
、令
和
元
年
6
月
に
チ
ェ
コ

で
開
催
さ
れ
た
世
界
大
会
で
日
本
を
6
大

会
ぶ
り
の
準
優
勝
に

導
き
ま
し
た
。

　
岡
本
氏
の
今
後
ま

す
ま
す
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
11
月
30
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た「
幡
多
信

用
金
庫
創
立
90
周
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
」に
お
い
て
参
加
者
か
ら
募
っ
た
寄

付
金
よ
り
、幡
多
信
用
金
庫
さ
ま
か
ら
金
20

万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
1
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
舞
踊
会
の
収
益
金
よ
り
、慶
祥

流
祥
芳
会（
慶
祥
芳
之
）さ
ま
、若
柳
流
小
鳩

会（
若
柳
吉
鶴
司
）さ
ま
か
ら
金
10
万
円
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
い
た
だ
い
た
寄
付
金

は
、四
万
十
市
社
会
福
祉
基
金
へ
積
み
立
て

し
、社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

寄
付
の
お
礼

け
い
し
ょ
う
よ
し
ゆ
き

わ
か

や
ぎ

き
ち

つ
る 

し

幡多信用金庫　松田理事長（左）と中平市長
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市
で
は
、森
林
資
源
再
生（
再
造
林
等
）を

支
援
す
る
た
め
、表
の
と
お
り
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
庁
）農
林
水
産
課
　
林
業
水
産
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
8

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
事
業
分
室

　
☎（
5
2
）1
1
1
3

　「
協
働
の
森
事
業
」で
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
企
業
の
皆
さ
ま
と
左
記
の
と
お
り

「
間
伐
体
験
」を
行
い
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、基
本
的

に
特
定
記
録
郵
便
で
お
届
け
し
て
い
ま
す

が
、何
ら
か
の
ご
都
合
で
簡
易
書
留
郵
便
を

希
望
す
る
人
は
、市
民
・
人
権
課
国
保
係
ま

た
は
西
土
佐
住
民
分
室
に
て
申
請
の
受
付

を
行
い
ま
す
の
で
、1
月
末
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
窓
口

　
・
持
参
す
る
物

　（
1
）保
険
証
　（
2
）世
帯
主
の
印
鑑

■
郵
送

　
郵
送
で
の
お
申
し
込
み
は
、任
意
の
様
式

　
に
左
記
の
①
か
ら
⑤
に
つ
い
て
記
入
押

　
印
の
上
、「
簡
易
書
留
郵
便
希
望
」を
明
記

　
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
①
保
険
証
の
記
号
番
号
　
②
住
所

　
③
世
帯
主
の
氏
名
　
④
電
話
番
号

　
⑤
希
望
理
由

　
※
不
明
な
点
等
に
つ
い
て
は
、左
記
ま
で

　
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
本
庁
）市
民
・
人
権
課
　
国
保
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
4

　
F
A
X（
3
4
）0
5
6
7

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室

　
☎（
5
2
）1
1
1
2
　

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、介
護
保
険
事
業
計

画
を
3
年
ご
と
に
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、本
市
に
お
い
て
も
、令
和
3
年
度

か
ら
の
次
期
計
画
策
定
に
向
け
た
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
65
歳
以
上
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、

計
画
策
定
に
向
け
た
地
域
課
題
の
把
握
を

目
的
と
し
た「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域

ニ
ー
ズ
調
査
」を
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
期
間

　
1
月
10
日
ご
ろ
調
査
票
発
送
予
定

▼
調
査
対
象
者

　
令
和
元
年
12
月
1
日
現
在
65
歳
以
上
の
人

　
※
要
介
護
1
〜
要
介
護
5
の
認
定
を
持

　
　
つ
人
は
除
き
ま
す
。

▼
調
査
内
容

　
生
活
状
況
、地
域
で
の
活
動
状
況
等

▼
回
答
方
法

　
調
査
票
の
質
問
に
回
答
の
う
え
、2
月
7

　
日（
金
）ま
で
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
に

　
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。（
代
筆
可
）

▼
個
人
情
報
の
取
扱

　
本
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
に
つ
い
て
は
、

　
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
と
効
果
の
評

　
価
目
的
以
外
に
は
利
用
し
ま
せ
ん
。

▼
調
査
結
果
集
計
・
分
析
業
務
委
託
先

　
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
エ
ム
シ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）高
齢
者
支
援
課
　
介
護
保
険
係

　
☎（
3
4
）1
1
6
5

補助対象

経費等

実施主体

（補助対象者）

補助額

（率）

①人工林伐採後の再造林に要する経費

②シカ防護ネットの設置に要する経費

③下刈りに要する経費

※高知県の造林事業の採択がされたものに限る。

森林組合、生産森林組合、森林所有者、森林整備法

人など

概ね事業費の10％以内

※ただし、シカ防護ネットについては「人工林伐

採後の再造林」と同時に実施するものに限る。

伐採風景

10月5日（土）　日鉄エンジニアリング（株）さま11月20日（水）　浅野アタカ（株）さま

11月14日（木）　（株）清流メンテナンスさま
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　11月17日、具同地区合同の防災訓練が具同小学校で開催されました。この防災訓練は、具同地区防災連
絡協議会が主催しており、今回で11回目の開催となります。
　中村地区建設協同組合から具同地区の指定避難所である具同小学校に防災かまどベンチが寄贈され、
かまどベンチを活用してカレーライス、豚汁などの炊き出し訓練を行いました。かまどベンチは、普段は
ベンチとして使用でき、発災時には防災かまどとして活用できます。指定避難所の具同小学校では、多く
の避難者が生活することが予想され、かまどベンチの活用が大きく期待されます。その他にもさまざまな
訓練が行われ、同地区で2回目となるペットスペースの設営訓練では、ペットと避難者が共に避難生活を
送れるよう、試行的に室内用テント設置などが行われました。訓練には231人が参加しており、今後はさら
に参加者を増やし、地域の防災力向上につなげていく予定です。

　12月2日、高知県司法書士会と災害発生時の支援協力協定を締結しました。
　この協定は大規模災害が発生した際に、司法書士が、生活再建のための法制度や、生
活上の困りごとなどについて無料で相談を受けるものです。この協定により、被災者支
援体制は大幅に強化されました。
　市では、今後も関係機関や企業の皆さまと連携しながら取り組みを進めていきます。

災害協定を締結しました

【問い合わせ先】（市）地震防災課　☎（35）2044　E-mai l：bousa i@c ity .sh imanto . lg . jp

防災行政無線の内容が

聞き取れない場合は

再度放送内容を確認できます。

（自動音声）☎34-7800

具同地区合同防災訓練

　12月1日、下田地区・八束地区で津波避難訓練を開催し、津波を想定した避難を実施しました。避難訓練
後には、中国四国ブロック緊急消防援助隊の受援、応援訓練が行われ、防災ヘリや自衛隊ヘリによる物資
配送訓練、要救助者救助訓練など、実際に津波避難後の状況を想定した防災訓練となりました。竹島地区
では、小学校屋上の避難スペースで自衛隊ヘリコプターによる救出演習などが行われ、間近で見るヘリは
本当に迫力があり、参加者からも「すごい！」といった声が上がっていました。

下田・八束地区合同防災訓練

　経年劣化により段差やひび割れのあった、市民スポーツセンター

駐車場および体育館南側の駐輪場について、舗装工事を行いまし

た。今後も、皆さまが利用しやすい施設の整備、維持管理に努めま

す。

【問い合わせ先】（市）まちづくり課　計画係　☎（34）8150

各地で防災訓練が開催されました

かまどベンチを使用した炊き出し訓練通常はベンチとして使用 災害時にはかまどとして使用
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に
向
け
、計
画
的
・
効
率
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
3
点
目
は「
施
策
の
厳
選
と
重
点
化
」で
す
。

　
事
業
の
優
先
順
位
を
厳
格
に
定
め
、緊
急

性
・
重
要
性
の
高
い
施
策
に
優
先
的
に
財
源
を

配
分
し
、限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
・
効
率
的

に
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、新
規
事
業
に
つ
い
て

は
費
用
対
効
果
を
充
分
に
検
討
し
た
う
え
、見

直
し
時
期
や
終
了
時
期
を
明
確
に
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
4
点
目
は「
公
共
施
設
の
適
正
な
管
理
」で

す
。
　
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た「
四
万
十
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」の
基
本
方
針
に
基
づ

き
、現
施
設
の
改
修
費
用
、維
持
管
理
コ
ス
ト
、

利
用
状
況
等
を
考
慮
し
、施
設
の
統
合
・
廃
止

を
含
め
た
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
5
点
目
は「
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確

立
」で
す
。

　
市
税
や
普
通
交
付
税
の
減
少
に
よ
り
、大
幅

な
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
状
況
で
あ
り
ま

す
の
で
、持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
確
立
す
る

た
め
、各
種
事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
見
直
す

と
と
も
に
、「
第
2
次
行
政
改
革
大
綱
」に
掲
げ

る
重
点
項
目
を
意
識
し
、歳
入
の
確
保
、歳
出

の
抑
制
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
台
風
19
号
等
に
よ
る
災
害

　
へ
の
対
応
・
支
援
等

　
10
月
12
日
に
大
型
で
強
い
勢
力
の
ま
ま
伊

豆
半
島
に
上
陸
し
た
台
風
19
号
は
、進
路
に
あ

た
っ
た
関
東
甲
信
、東
北
地
方
を
中
心
に
13
都

い
ま
す
。ま
た
、一
方
で
、直
面
す
る
大
き
な
課

題
と
し
て
世
界
的
に
も
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行

を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
経
済
財
政
運
営
の
基
本
認
識
と
し

て
は
、「
経
済
再
生
な
く
し
て
財
政
健
全
化
な

し
」の
基
本
方
針
の
下
、経
済
再
生
と
財
政
健

全
化
に
一
体
的
に
取
り
組
み
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

6
0
0
兆
円
経
済
の
実
現
と
2
0
2
5
年
度

の
財
政
健
全
化
目
標
の
達
成
を
目
指
す
と
し

て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
に

お
い
て
、合
併
後
初
め
て
財
源
調
整
を
行
う
た

め
、減
債
基
金
1
億
円
を
、ま
た
平
成
30
年
度

一
般
会
計
決
算
に
お
い
て
も
、1
億
６
千
万
円

あ
ま
り
の
取
り
崩
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
黒
字
基
調
で
推
移
し
て
き
ま
し

た
が
、普
通
交
付
税
が
人
口
の
減
少
や
合
併
算

定
替
に
よ
る
縮
減
な
ど
に
よ
り
、臨
時
財
政
対

策
債
も
含
め
た
実
質
的
な
額
と
し
て
は
、平
成

27
年
度
か
ら
本
年
度
に
か
け
て
約
8
億
７
千

万
円
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
市
税
に
つ
い
て
も
人
口
の
減
少
に
よ

り
調
定
額
は
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
歳

入
の
増
加
は
期
待
で
き
ず
、ま
た
、歳
出
に
お

い
て
は
、少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
る
社
会
保

障
関
係
経
費
の
負
担
は
大
き
く
、さ
ら
に
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
開
始
に
伴
う
人
件
費
の

増
、消
費
税
率
改
定
の
影
響
が
通
年
化
す
る
こ

と
に
よ
る
歳
出
増
、大
規
模
事
業
へ
の
着
手
な

ど
、来
年
度
の
財
政
見
通
し
で
は
、約
5
億
円

近
い
収
支
不
足
が
見
込
ま
れ
、市
財
政
の
環
境

は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　　　
来
年
度
の
予
算
編
成
の
考
え
方
な
ら
び
に
９

月
定
例
会
以
降
に
お
け
る
主
要
課
題
等
へ
の
取

組
み
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
予
算
編
成
方
針

　
本
年
9
月
の
月
例
経
済
報
告
で
は
、わ
が
国

経
済
の
景
気
認
識
を
示
す
基
調
判
断
は
、「
先

行
き
に
つ
い
て
は
、当
面
、弱
さ
が
残
る
も
の

の
、雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
続
く
な
か
で
、

各
種
政
策
の
効
果
も
あ
っ
て
、緩
や
か
な
回
復

が
続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
し
、通
商

問
題
を
巡
る
緊
張
の
増
大
が
世
界
経
済
に
与

え
る
影
響
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、中
国
経
済

の
先
行
き
、海
外
経
済
の
動
向
と
政
策
に
関
す

る
不
確
実
性
、原
油
価
格
の
上
昇
や
金
融
資
本

市
場
の
変
動
の
影
響
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。」と
し
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
、令
和
元
年
6
月
21
日
に
閣
議
決
定

し
た「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

2
0
1
9
」に
お
い
て
、現
在
の
我
が
国
経
済

は
、デ
フ
レ
で
な
い
状
況
を
作
り
出
し
、長
期

に
わ
た
る
回
復
を
持
続
さ
せ
て
お
り
、Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
名
目
・
実
質
と
も
に
過
去
最
大
規
模
に
達
し

て
お
り
、国
民
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
雇
用
・

所
得
環
境
も
大
き
く
改
善
し
て
い
る
と
し
て

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、財
政
の
健
全
化
を

図
り
つ
つ
も
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保

し
、各
種
計
画
に
掲
げ
る
事
業
を
着
実
に
実
行

し
て
い
く
た
め
に
は
、あ
ら
ゆ
る
事
業
を
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
か
ら
見
直
し
、緊
急
度
・
優
先
度
を
明

確
に
す
る
と
と
も
に
、事
業
の
厳
選
と
重
点
化

を
図
り
、限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
・
効
率
的

に
活
用
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
　
令
和
2
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、総

合
計
画
に
掲
げ
る
市
の
将
来
像
で
あ
る「
人
が

輝
き
、夢
が
生
ま
れ
る
　
悠
久
と
躍
動
の
ま
ち

　
四
万
十
市
」を
実
現
す
る
た
め
、次
の
5
点

の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
1
点
目
は「
総
合
計
画
に
沿
っ
た
施
策
の
推

進
」で
す
。

　「
四
万
十
市
総
合
計
画
」に
掲
げ
る
市
の
将

来
像
の
実
現
に
向
け
て
、現
在
の
進
捗
状
況
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、基
本
目
標
を
意
識
し
て

予
算
編
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
2
点
目
は「
次
期
総
合
戦
略
の
推
進
」で
す
。

　
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た「
四
万
十
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
つ
い
て

は
、進
捗
状
況
管
理
や
評
価
検
証
を
行
い
な
が

ら
、掲
げ
た
施
策
・
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、本
年
度
5
年
間
の
計

画
が
終
了
し
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
の
5
年
計
画
と
な
る
次
期
総

合
戦
略
に
お
い
て
は
、第
1
期
総
合
戦
略
で
の

取
組
み
の
成
果
や
課
題
を
整
理
・
分
析
し
、新

た
な
視
点
を
加
え
な
が
ら「
継
続
を
力
に
す
る
」

と
い
う
姿
勢
で
切
れ
目
な
い
取
組
み
を
進
め
、

新
た
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評
価
指
標
）達
成

令
和
元
年
12
月
市
議
会
定
例
会

ー
抜
粋
ー（
上
）

市

長

説

明

要

旨
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ち
上
げ
、運
行
路
線
や
期
間
な
ど
、詳
細
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
実
施
時
期
等
が
決
定
し
ま
し
た

ら
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
広
報
を
行
い
ま

す
の
で
、多
く
の
皆
様
が
自
動
運
転
を
実
体
験

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
横
瀬
川
ダ
ム
の
整
備

　
横
瀬
川
ダ
ム
で
は
、本
体
工
事
の
進
捗
に
伴

い
10
月
1
日
に
湛
水
式
が
執
り
行
わ
れ
、同
時

に
試
験
湛
水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、翌
日
の
10
月
2
日
か
ら
3

日
に
か
け
て
は
、台
風
18
号
の
影
響
に
よ
り
横

瀬
川
ダ
ム
の
上
流
域
で
累
計
3
2
8
㎜
の
降

雨
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
が
、試
験
湛
水
が
開
始

さ
れ
て
い
た
た
め
、最
大
流
入
量
の
約
96
％
が

ダ
ム
に
貯
留
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、磯
ノ
川
地
点
の
水
位
は
、5
・
50

ｍ
の
氾
濫
注
意
水
位
を
超
え
6
・
44
ｍ
に
達
し

た
も
の
の
、中
筋
川
ダ
ム
の
洪
水
調
節
効
果
と

併
せ
て
、水
位
が
約
1
1
5
㎝
低
減
さ
れ
た
た

め
、7
・
40
ｍ
の
避
難
判
断
水
位
の
超
過
を
回

避
で
き
、そ
の
効
果
が
試
験
湛
水
開
始
直
後
か

ら
発
揮
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
横
瀬
川
ダ
ム
は
、中
筋
川
ダ
ム

と
連
携
し
て
、よ
り
効
率
的
な
洪
水
調
節
が
可

能
と
な
り
、今
後
の
中
筋
川
流
域
の
洪
水
被
害

軽
減
、ま
た
地
域
発
展
に
大
い
に
貢
献
す
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
降
雨
な
ど
も
あ
り
ま
し
て
、試

験
湛
水
の
進
捗
も
早
ま
っ
て
お
り
、現
在
の
貯

ド
マ
ッ
プ
等
を
活
用
し
た
住
民
へ
の
周
知
が

よ
り
一
層
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、新
た
に
作
成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
よ
り
、学
校
や
地
域
な
ど
で
の
学
習
会
を

開
催
し
て
き
て
い
ま
す
が
、今
後
も
引
き
続
き

防
災
訓
練
な
ど
の
機
会
を
活
用
し
、わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
道
路
網
の
整
備

　
今
年
3
月
29
日
に
、「
一
般
国
道
56
号
大
方

四
万
十
道
路
」の
約
8
㎞
が
正
式
に
事
業
化
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
区
間
で
は
、今
年
度
は
約
1
億
円
の
事
業

費
が
措
置
さ
れ
て
お
り
、9
月
に
は
地
元
説
明

会
が
完
了
し
、11
月
上
旬
か
ら
は
現
地
で
の
測

量
作
業
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、佐
賀

大
方
道
路
で
は
道
路
予
備
設
計
や
地
質
調
査

が
始
ま
る
と
と
も
に
、窪
川
佐
賀
道
路
で
は
熊

井
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
方
四
万
十
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
、高
規

格
幹
線
道
路
の
整
備
は
、本
市
を
含
む
幡
多
地

域
に
と
っ
て
、地
域
発
展
の
た
め
の
大
き
な
希

望
で
あ
る
と
と
も
に
、近
年
、国
内
各
地
で
多

発
す
る
豪
雨
災
害
や
大
規
模
水
害
、ま
た
、近

い
将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
の
際
に
は
、地
域
の
復
旧
・
復
興

を
支
え
る
大
動
脈
と
な
る
も
の
で
あ
り
、一
日

も
早
い
整
備
が
待
ち
望
ま
れ
ま
す
。

　
市
と
し
ま
し
て
も
、道
路
を
基
軸
と
し
た
、

県
で
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
る
記
録
的
な
大

雨
に
よ
っ
て
、堤
防
決
壊
に
よ
る
大
規
模
な
浸

水
や
土
砂
災
害
な
ど
、東
日
本
の
各
地
で
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
内
閣
府
の
発
表
に
よ
る
と
、そ
の
後
の
大
雨

の
被
害
も
含
め
、
11
月
25
日
現
在
、
98
名
も
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
、な
お
3
名
の
方
が
行
方
不

明
、4
8
0
名
を
超
え
る
方
が
負
傷
さ
れ
る
と

と
も
に
、8
万
8
千
棟
を
超
え
る
住
宅
の
被
害

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、負
傷
さ
れ
た
方
々

や
、今
な
お
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
皆
様
並
び
に
ご
家
族
の
方
々
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
併
せ
て
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　
本
市
で
は
災
害
発
生
後
、全
国
知
事
会
か
ら

高
知
県
を
通
じ
て
要
請
を
受
け
、11
月
21
日
か

ら
12
月
1
日
ま
で
の
11
日
間
、福
島
県
本
宮
市

へ
職
員
1
名
を
派
遣
し
、非
木
造
家
屋
の
被
害

調
査
等
の
業
務
に
従
事
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
　
今
回
の
災
害
で
は
堤
防
の
決
壊
に
よ
る
浸

水
や
土
砂
災
害
な
ど
に
よ
り
、多
く
の
方
々
が

被
災
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、教
訓
と
し
て
今

一
度
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
の
リ
ス
ク
を

事
前
に
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
は
地
球
温
暖
化
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、

大
雨
災
害
が
頻
発
化
、激
甚
化
し
て
お
り
、い

つ
本
市
に
お
い
て
も
同
様
の
災
害
に
見
舞
わ

れ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ
り
、ハ
ザ
ー

ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の
取
組
み
を
引
き

続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、関
係
機

関
と
連
携
の
う
え「
窪
川
佐
賀
道
路
」、「
佐
賀

大
方
道
路
」と
あ
わ
せ
、「
大
方
四
万
十
道
路
」

の
積
極
的
な
整
備
促
進
要
望
活
動
に
今
後
も

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
自
動
運
転
車
両
実
証
実
験

　
本
市
の
人
口
は
、近
年
で
は
昭
和
60
年
の
約

4
万
6
百
人
を
ピ
ー
ク
に
、現
在
約
3
万
3
千

人（
高
知
県
推
計
人
口
）ま
で
減
少
し
、併
せ
て

急
激
な
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
た
め
、公
共
交

通
の
利
便
性
が
低
い
地
域
で
は
、日
常
の
移
動

手
段
の
確
保
並
び
に
利
便
性
の
向
上
が
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、市
街
地
活
性
化
と
ま
ち
な
か
周
辺
の

観
光
資
源
活
用
の
う
え
で
も
、近
年
増
加
す
る

外
国
人
観
光
客
な
ど
の
、回
遊
性
の
向
上
が
必

要
で
あ
り
、中
心
市
街
地
で
の
人
の
流
れ
を
作

る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
　
こ
の
よ
う
な
中
、地
域
に
お
け
る
、人
・
モ
ノ

の
流
れ
を
確
保
す
る
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
と
し

て
、国
土
交
通
省
で
は
、全
国
で
道
の
駅
な
ど

の
地
域
拠
点
を
核
と
し
、著
し
く
技
術
が
進
展

し
つ
つ
あ
る「
自
動
運
転
車
両
」の
活
用
を
目

的
と
し
た
、実
証
実
験
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、今
年
度
内
に
高
知
県
内
で
初
と
な
る
実
験

を
、四
万
十
市
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
去
る
11
月
27
日
に
は
、国
・
県
・
市
・
関
係
団

体
で
構
成
す
る
、自
動
運
転
実
証
協
議
会
を
立

も
と 

み
や
　
し

く
ま

い
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誘
致
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た「
ソ
ウ
ル

ド
ア
ウ
ト
株
式
会
社
」の
本
市
進
出
が
決
定

し
、去
る
9
月
24
日
に
県
庁
に
お
い
て
、尾
崎

知
事
立
会
い
の
も
と
進
出
協
定
を
締
結
い
た

し
ま
し
た
。

　
ソ
ウ
ル
ド
ア
ウ
ト
株
式
会
社
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
を
主
な
事
業
と
し
て
、

全
国
に
21
ヶ
所
も
の
営
業
拠
点
を
有
し
、地
域

密
着
型
で
中
小
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
抱
え
る

多
く
の
課
題
解
決
に
向
け
、様
々
な
領
域
の
事

業
に
協
働
で
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、企
業
の
成

長
は
も
と
よ
り
地
域
活
性
化
に
も
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、広
告
運
用
に
特
化

し
た
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
業
務
を
主
と
し
た「
デ

ジ
タ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
四
万
十
」

を
設
立
し
て
い
た
だ
き
、来
年
1
月
か
ら
の
操

業
開
始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。営
業
拠
点
以

外
で
地
方
に
拠
点
を
設
け
る
こ
と
は
同
社
で

は
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
す
が
、デ
ジ
タ
ル
化

の
進
展
に
よ
り
、本
市
の
よ
う
な
地
理
的
に
不

利
と
言
わ
れ
る
地
域
で
あ
っ
て
も
生
産
性
の

高
い
業
務
が
可
能
に
な
る
と
お
聞
き
し
て
お

り
ま
す
。

　
非
常
に
高
度
な
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
デ
ジ

タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
あ
り
ま
す
が
、本

市
で
は
採
用
枠
が
少
な
い
事
務
系
職
種
の
雇
用

が
拡
充
さ
れ
る
ほ
か
、こ
れ
ま
で
に
な
い
最
先

端
か
つ
大
変
魅
力
的
な
領
域
の
業
務
が
当
地
で

可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、若
者
の
人
口
流
出
の

抑
制
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
の
移
住
・
定
住
の
促

進
、さ
ら
に
は
域
内
消
費
の
拡
大
な
ど
、様
々
な

経
済
波
及
効
果
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

基
に
、ま
ず
、8
5
0
席
程
度
と
１
千
席
程
度

の
比
較
を
行
い
、8
5
0
席
程
度
を
ベ
ー
ス
に

考
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
更
に
、市
民
要
望
の
高
い「
座
席

幅
の
サ
イ
ズ
」や「
座
席
間
の
間
隔
」を
ゆ
っ
た

り
と
確
保
す
る
快
適
性
の
向
上
と
併
せ
て
、現

文
化
セ
ン
タ
ー（
7
7
6
席
）の
利
用
状
況
な

ど
も
考
慮
す
る
な
ど
総
合
的
に
検
討
し
た
結

果
、少
し
客
席
数
は
減
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、も
う
少
し
ゆ
と
り
を
持
た
せ
つ
つ
、少
な

く
と
も
8
0
0
席
を
確
保
す
る
規
模
で
の
計

画
と
し
て
進
め
る
方
が
、本
市
の
将
来
像
に
見

合
っ
た
施
設
整
備
が
可
能
に
な
る
と
判
断
し

ま
し
た
。

　
一
方
、ソ
フ
ト
面
で
取
り
組
ん
で
い
る「
管

理
運
営
基
本
計
画
」の
策
定
に
つ
い
て
は
、最

終
回
と
な
る
第
3
回
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
11
月
5
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は「
新
し
い
施
設
の
使
い
方

を
考
え
る
」と
し
て
、
26
名
の
参
加
の
も
と
、文

化
複
合
施
設
の
休
館
日
や
開
館
時
間
、利
用
申

込
の
受
付
方
法
・
時
間
な
ど
、施
設
運
営
に
関

す
る
様
々
な
意
見
や
要
望
等
を
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
中
で
伺
い
ま
し
た
。

　
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
い
た
だ
い
た
意

見
や
要
望
等
に
つ
い
て
は
、11
月
26
日
に
開
催

し
た
整
備
検
討
委
員
会
で
報
告
し
議
論
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、今
後
、基
本
設
計
と
の
整

合
を
図
り
な
が
ら
で
き
る
限
り
計
画
に
反
映

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
位
は
、常
用
洪
水
吐
き
の
高
さ
に
相
当
す
る

平
常
時
最
高
貯
水
位
を
超
え
る
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

　
平
年
並
み
の
降
雨
で
す
と
、今
年
度
末
ご
ろ

に
到
達
す
る
と
想
定
さ
れ
た
水
位
に
ま
で
既

に
達
し
て
お
り
、ダ
ム
湖
満
杯
ま
で
は
非
常
用

洪
水
吐
き
ま
で
の
貯
留
を
残
す
の
み
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、今
後
も
順
調
に
試
験
湛
水

が
進
み
、早
期
に
完
成
を
迎
え
る
と
と
も
に
、

本
格
運
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
文
化
複
合
施
設
の
整
備

　
7
月
末
か
ら
着
手
し
て
い
る
基
本
設
計
に

つ
い
て
は
、9
月
に
開
催
し
た
市
民
説
明
会
を

皮
切
り
に
、市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
3
回
、

整
備
検
討
委
員
会
を
4
回
開
催
し
、多
く
の
市

民
や
施
設
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
様
々
な
要
望

や
ニ
ー
ズ
等
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、諸
室
の
規

模
や
性
能
・
施
設
計
画
等
の
調
整
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
特
に
大
ホ
ー
ル
の
客
席
数
に
つ
い
て
は
、市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
整
備
検
討
委
員
会
で

の
議
論
、ま
た
、実
際
に
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
も
実
施
す
る
中
で
、①
交
流

ス
ペ
ー
ス
や
日
常
的
な
市
民
活
動
の
た
め
の

諸
室
へ
の
影
響
、②
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
や
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、③
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
プ

ロ
利
用
や
市
民
の
発
表
な
ど
の
市
民
利
用
、④

舞
台
か
ら
客
席
最
後
列
ま
で
の
距
離
な
ど
考

慮
し
た
ホ
ー
ル
の
演
出
空
間
な
ど
の
要
件
を

　
保
育
所
の
民
設
民
営
に
つ

　
い
て

　
0
歳
児
か
ら
5
歳
児
ま
で
の
一
貫
し
た
保

育
や
休
日
保
育
を
は
じ
め
、保
護
者
が
必
要
と

す
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
る
た
め
、本

市
で
は
民
設
民
営
で
の
実
施
が
最
善
の
策
と

し
て
捉
え
、取
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
、9

月
30
日
よ
り
県
内
の
事
業
者
を
対
象
に
、四
万

十
市
公
私
連
携
型
保
育
所
等
整
備
・
運
営
事
業

者
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　
10
月
15
日
に
実
施
し
た
事
業
者
募
集
に
係

る
説
明
会
に
は
3
事
業
者
が
参
加
し
、そ
の
う

ち
の
1
事
業
者
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
運
営
形
態
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

と
し
て
の
提
案
で
あ
り
、11
月
19
日
に
事
業
者

か
ら
提
案
の
説
明
を
受
け
、同
日
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
よ
る
審
査
を
実
施
し
た
結
果
、社
会
福
祉

法
人
ひ
か
り
会
を
事
業
実
施
候
補
者
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、事
業
実
施
候
補
者
と
本
市
が
求
め

る
保
育
事
業
に
つ
い
て
調
整
を
図
る
と
と
も

に
、公
私
連
携
協
定
を
締
結
の
う
え
、公
私
連

携
法
人
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
と
な
り
、来
年

度
は
施
設
の
建
設
を
行
い
、令
和
3
年
4
月
の

開
所
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致

　
本
年
3
月
よ
り
県
と
の
連
携
・
協
働
の
も
と
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　市職員の給与は、民間給与の動向や各界、各地域からの意見などを総合的に勘案した人事院勧告等に沿い、国
家公務員や他の地方公共団体との均衡を図りながら、必要な条例議案を市議会に提案し、決定されます。
　四万十市の職員数・給与等の状況について市民の皆さんにお知らせします。

市職員の給与等の状況市職員の給与等の状況

1. 部門別職員数の状況（各年4月1日現在）
区　分
部　門

職　　員　　数
備　　　考平成 30年 平成 31年 比　較

公営企業等

一般行政部門

教育部門

議　会
総務・企画
税　務
民　生
衛　生
農林水産
商　工
土　木
計

小　　 計

小　　   計

病　院
水　道
下水道
その他

合　　計

　4
　79
　29

　　165
28
27

　　9
　28
369
40
409
128
12
3
36
179
588

　4
　82
　28

　　162
27
28

　　8
　27
366
38
404
127
11
3
35
176
580

3
△1
△3
△1
1
△1
△1
△3
△2
△5
△1
△1

△1
△3
△8

※診療所含む。

※国保会計等

普通会計部門

(注 )　上記の表は、定員管理調査のうち部門別職員数に計上された人数です。

2. 人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位:千円）

区　分

(注 )　人件費とは一般職・特別職に支給された給与、報酬、退職手当並びに共済組合負担金等のことです。

住民基本台帳人口
（平成31年1月1日現在） 歳出額Ａ

人件費率
 (Ｂ/Ａ)実質収支 人件費Ｂ

30年度 34,001 人 20,765,485 5,715 3,536,983 17.0％

4. 職員の平均給料月額・平均給与月額および平均年齢の状況（平成31年4月1日現在）

市

高知県

国

299,516 円

318,538 円

329,433 円

393,505 円

386,070 円

411,123 円

40.8 歳

42.9 歳

43.4 歳

343,717 円

292,291 円

287,312 円

376,758 円

320,823 円

329,380 円

49.4 歳

58.0 歳

50.9 歳

技　能　労　務　職一　般　行　政　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
区　分

5. 職員の初任給の状況（平成31年4月1日現在）

170,100円

148,600円

180,700円

148,600円

区　分 市 国

一般行政職

  （初級）

大学卒

高校卒

6. 一般行政職の級別職員数の状況（平成31年4月1日現在）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 5級 ６級
合　　計

職務の級 主事等　　     主査等      主幹等 係長等          補佐等      課長等

31年度
38人
(14.8％)

22人
(8.6％)

86人
(33.5％)

50人
(19.4％)

38人
(14.8％)

23人
(8.9％)

257人
(100％)

( 注 )　１．税務職、福祉職、医療職等を除いた級別職員数の状況です。

　　　２．（　）内はそれぞれの構成割合を示したものです。

3. 職員給与費の状況（普通会計決算）

( 注 )　１．この表は職員の給与費について示したもので、事業費支弁給与費も含みます。

２．職員手当は退職手当を除く扶養手当、住居手当、通勤手当等です。

区　分

30年度

給　　      与　       　費職員数
(Ａ) 給　　料 計 (Ｂ)職員手当 期末勤勉手当

１人当たり
給 与 費
（Ｂ/Ａ）

409 人 1,464,652 308,251 573,315 2,346,218 5,736

（単位 : 千円）
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市職員の給与等の状況は、地方公務員法および市条例に基づき、「四万十市の人事行政運営等の状況」で公表しています。
なお、詳しい内容は、市公式ホームページまたは市役所本庁総務課でご覧になれます。

【問い合わせ先】（市）総務課　人事係　☎（34）1803（直通）

7. 職員手当の状況（平成31年4月1日現在）
区　分

期末および
勤 勉 手 当

退 職 手 当

市（平成30年度）

 （支給率）　　自己都合　　 勧奨・定年
・勤続20年　 19.6695月分　24.586875月分
・勤続25年 　28.0395月分　33.27075月分
・勤続35年　 39.7575月分　47.709月分
・最高限度額  47.709月分　  47.709月分
・その他
　定年前早期退職特例措置
　（2％～20％加算）

国（平成30年度）

退職時特別昇給　　無 退職時特別昇給　　無

　　　　　期末手当　　 勤勉手当
・ 6月期　1.225月分　　0.90月分
・12月期　1.375月分　　0.95月分
計　　2.6月分　　　 1.85月分

　　（5％～15％）
職制上の段階、職務の級等による加算措置

区　分 内　　　容 国の制度との異同

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

扶養親族である配偶者　　　　　　　　　　　　　月額 6,500円
配偶者以外の扶養親族　
・子　　　　　　　　　     　　　　　　　　     　月額10,000円
・父母等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 月額 6,500円
満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子1人につき（加算）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   月額 5,000円
借家（月額12,000円を超える家賃を支払っている職員）
・家賃23,000円以下　　　家賃－12,000円
・家賃23,000円超55,000円未満(家賃－23,000円)×1/2＋11,000円
・家賃55,000円以上　　　27,000円

① 交通機関使用
・1ヶ月当たり運賃等相当額55,000円を限度として支給
② 自動車等の用具使用
・使用距離が 2km～ 5km未満　　　月額 3,300円
・使用距離が 5km～35km未満 1km増す毎に700円加算
・使用距離が35km～45km未満 1km増す毎に800円加算
・最高限度額（45km以上）　　　　月額 33,100円

　　　　　期末手当　　 勤勉手当
・ 6月期　1.225月分　　0.90月分
・12月期　1.375月分　　0.95月分
計　 2.6月分　 　   1.85月分

（役職加算5％～20％）
（管理職加算10％～25％）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

　（支給率）　　自己都合　 　応募認定・定年
・勤続20年　 19.6695月分　 24.586875月分
・勤続25年 　28.0395月分　 33.27075月分
・勤続35年　 39.7575月分　 47.709月分
・最高限度額  47.709月分　   47.709月分
・その他
　定年前早期退職特例措置
　（2％～45％加算）

　

　　同　じ

　　
　

　　同　じ

①　同　じ

②　異なる
　　自動車等の用具使用
　　距離区分について細
　　分化している。

8. 特別職の報酬等の状況（平成31年4月1日現在）
区　　　　分 月　　　　　額 期末手当

市　　　長
副　市　長
教　育　長

議　　　長
副　議　長
委　員　長
議　　　員

３９０，０００円　
３２７，０００円　
３１２，０００円　
３０２，０００円　

６月期　１．４７5 月分
１２月期　１．６２５ 月分
　　計　　３．１０ 月分

６月期　１．４７5 月分
１２月期　１．６２５ 月分
　　計　　３．１０ 月分

給　料

報　酬

８２０，０００円　
６８３，０００円　
６１１，０００円　

9. 職員の福祉について（平成30年度）

区　　分 受診者数

定期健康診断

ガン検診・人間ドック

インフルエンザ予防接種

232人

344人

198人

会員数 市の負担金額会員掛金額

(1)健康診断および
　 予防接種の実施

(2)高知県市町村職員互助会について

主な事業内容
（医療費等給付金、各種祝金、弔慰金、人間ドック・施設の利用・厚生事業への助成）

588人 12,866千円 12,865千円

　職員の共済制度は、病気・負傷などについて適切な給付を行う相互救済を目的とするもので、高知県市町村職員共済組合が
制度を運用し、保険給付などを行なっています。
　その他に宿泊施設等の利用助成事業および職員の慶弔等にかかる給付事業等を行う高知県市町村職員互助会に加入して
います。

10. 職員数の推移（各年4月1日現在） （単位：人） （参考）

26年
5年前との比較

30年

５８９

31年
増減数 増減率(%)

５８０５８８ △17 △２．８

29年

５８４

28年

５９０

27年

５９７

17年との比較17年
増減数 増減率(%)

６９６ △１１６ △１６.７

（市村合併時）

（注）各年における定員管理調査において報告した職員数
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No.

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

対象学年

小中学校

全学年

小学校

全学年

小中学校

全学年

小中学校

全学年

小学校

全学年

小学校

6年生

小中学校

全学年

小学校

6年生

中学校

全学年

小中学校

全学年

小中学校

全学年

小中学校

全学年

指定学校の変更
　市では、住民基本台帳に基づく住所によって就学する学校を指定していますが、下記の基準に該当すると認

められる場合は、保護者の申請により指定学校の変更をすることができます。

　なお、特定の学校に入学させるために意図的にお子さまの住所を実態と異なる住所にすることは認められ

ませんのでご注意願います。

事　由

学期途中で

転居した場合

　　

留守家庭の

場合　　　

転居予定の

場合　　　

心身の理由

の場合
　　

特認校の場合

指定学校の変

更を継続する

場合　

兄姉と同じ学

校の場合

部活動がない

場合　　

就学途中で所

属する部活が

休廃部する場

合

教育上の配慮

の場合

地理的事情の

場合

特別な事情の

場合

許可基準

学期途中で転居した場合で、引続き在籍

していた学校に就学する場合（通学可能

な場合に限る。）

保護者が共働き等で留守になる家庭で、

放課後の児童安全確保が困難なため、祖

父母宅等の住所に基づく通学区域の小学

校に就学する場合

近い将来（おおむね6ヶ月以内）転居する

ことが確定しており、あらかじめ転居先

の住所に基づく通学区域の学校に就学す

る場合

児童生徒の障害や病気、虚弱等で通学距

離および通学途中の安全確保並びに病気

治療等のため、その事情に相応した通学

区域外の学校に通学することが適当であ

ると教育委員会が認めた場合

特認校制度実施要領に基づき、川登小学

校または大用小学校に就学する場合

中学校に進学する場合で、小学校で既に

通学区域外の就学が許可されており、引

き続き卒業する小学校のある通学区域の

中学校に就学する場合

兄姉が既に指定学校の変更の許可を受け

ている場合で、弟妹が一緒の学校に就学

する場合

中学校に進学する場合で、指定学校に希

望する部活動がない場合（原則隣接する

通学区域にある中学校の希望する部活動

に入部する場合）

部員不足等により中学校就学途中に所属

する部活動が休廃部になる場合（原則所

属する部活がある隣接地域の中学校へ入

部を希望する場合）

いじめや登校拒否、家庭の事情により住

民票の異動ができない等、指定学校を変

更することが適当と認められる場合

通学区域の境界付近に居住している場合

などで、本来の指定学校と隣接する指定

学校までの通学距離や安全面を考慮して

変更を認める場合

上記以外で、特に教育委員会が保護者の

申し立てにやむを得ない理由があると認

める場合

許可期間

原則転居した学

期末までとし最

長卒業まで

事由が解消する

まで　

住民票異動日ま

で（原則６カ月

以内）

心身の理由が回

復するまでまた

は卒業するまで

卒業まで

原則学年末まで

とし最長卒業ま

で

卒業まで

卒業まで

卒業まで

必要と認められ

る期間

卒業まで

必要と認められ

る期間

添付書類

住民票異動届の写し

勤務証明書、保護承諾

書等で必要性が証明

できる書類

建築確認通知書の写

し、売買契約書の写し、

賃貸借契約書の写しな

ど確認できる書類

就学指導委員会の答

申、医師の診断書等証

明できる書類

特認校就学許可通知

書の写し

指定学校変更許可通

知書の写し

指定学校変更許可通

知書の写し

在籍学校長の意見書

など

在籍学校長の意見書

など

在籍学校長意見書、賃

貸借契約書の写し、民

生委員等による居住

証明書など

【問い合わせ先】(市)教育委員会　学校教育課　学校教育係　☎（34）5445　　西土佐教育分室　☎(52)1110
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就学援助制度「新入学準備金」の申請について就学援助制度「新入学準備金」の申請について
　市では、経済的な理由により、お子さまを就学させるのにお困りの保護者に対し、学用品費や学校給
食費などの経費を援助しています。
　援助費のうち新小学・中学1年生の入学時に必要な学用品費の援助については、新入学準備金として、
入学前の3月に支給することとし、新小学1年生については教育委員会にて、新中学1年生（現小学6年生）
については在籍小学校にて申請書を受け付けています。（申請期限1月31日）就学援助制度の認定基準に
該当すると思われる人は、申請をお忘れないようお願いします。
　受付期間内に申請しなかった人は、入学年度に就学援助の認定を受けた場合でも、新入学児童生徒学
用品費は支給されませんのでお気をつけください。
※新入学準備金の詳しい内容については、広報11月号9ページに掲載しています。

【支給額（1人あたり）】　

新小学1年生：50,600円 

新中学1年生：57,400円

【支給月】

令和2年3月

　※支給要件等、就学援助制度については、下記までご連絡ください。

【問い合わせ先】(市)教育委員会　学校教育課　学校教育係　☎（34）5445　FAX（34）4271

　
西
土
佐
地
域
じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。ご
家
族
、ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
て

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
１
月
19
日（
日
）9
時
〜

■
場
所
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

■
内
容
　

　
・
西
土
佐
小
・
西
土
佐
中
か
ら
の
発
表

　
・
西
土
佐
み
の
り
太
鼓
演
奏

　
・
西
土
佐
分
校
ラ
・
ポ
ー
ル
の
実
践
発
表

　
・
N
P
O
法
人
ぴ
ー
す
か
ら
の
事
例
報
告

　
・
人
権
講
演
会

  

　
講
師 

西
部
教
育
事
務
所 

高
橋
大
輔

　
・
人
権
絵
画
、標
語
等
の
展
示

　
・
子
ど
も
広
場

■
無
料
送
迎
バ
ス
　
定
員
25
名

　
※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。定
員
に
な
り
次
第
、受
付

　
　
を
締
め
切
り
ま
す
。

往
路
　
四
万
十
市
役
所
　
8
時
発

　
　
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
　
8
時
50
分
着

復
路
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
　
12
時
30
分
発

　
　
　
四
万
十
市
役
所
　
13
時
20
分
着

　
※
復
路
は
、終
了
時
刻
に
よ
っ
て
若
干
時
間
が
前
後
す

　
　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
市
）生
涯
学
習
課
　
西
土
佐
地
域
担
当

　
☎（
５
２
）１
１
１
０

第
19
回
西
土
佐
地
域
じ
ん
け
ん

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

寒波による水道管の凍結・破裂にご注意を！

　寒波の影響で気温が下がると、水道管が凍結して水が出なくなったり、破裂したりす

ることがありますので、気象情報に注意し、水道管の点検をお願いします。

　なお、万一に備えて、自宅等に設置してあるメータ・止水栓の位置を確認しましょう。

■特に凍りやすい箇所

　・屋外でむき出しになっているところ

 　（給湯器、温水器）

　・風あたりの強いところ

　・北向きで日当たりの悪いところ　など

■凍結を防ぐためには

　・水道管に市販の保温チューブや布切れを

 　巻きつける。

　・蛇口から糸状に水を出しておく。

【問い合わせ先】(本庁)上下水道課 総務係 ☎(34)1711　　(総合支所)産業建設課 管理土木係 ☎(52)1114

■凍結、破裂が起きた時には

　・凍結した場合は『水道管』にタオルなどを巻き、ぬる  

　 ま湯をかける。（熱湯は不可）

　・破裂した場合は『止水栓』を閉め、市指定水道業者に

　 連絡し修理する。（自宅等敷地内は自己負担です。）

※道路や公園などで漏水を発見した場合は

　下記までご連絡ください。
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12
月
3
日（
火
）、市
立
中
央
公
民
館
に
お

い
て
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選

に
伴
う
委
嘱
状
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、厚
生
労
働
大

臣
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、地
域
福
祉
の
向
上

の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
、中
平
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡

さ
れ
、激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、大
林
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
か
ら

も
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
委
嘱
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
今
後
3
年
間
、

地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
活
躍

さ
れ
ま
す
。

　
改
選
後
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、主
任

児
童
委
員
の
一
覧
は
、19
ペ
ー
ジ
の
と
お
り

で
す
。

　
お
住
ま
い
の
地

区
担
当
の
民
生
委

員
等
の
連
絡
先
に

つ
い
て
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）福
祉
事
務
所
　
社
会
福
祉
係

　
☎（
3
4
）1
1
2
0

　
中
村
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　（
四
万
十
市
社
協
内
）

　
☎（
3
5
）3
0
1
1

　
西
土
佐
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　（
四
万
十
市
社
協
西
土
佐
支
所
内
）

　
☎（
3
1
）6
1
1
1

　障害者支援施設わかふじ寮（蕨岡）と特別養護老人ホーム 夢の丘（右山）で、福祉避難所運営訓練を実施しまし

た。施設や市の職員、周辺地区の住民の皆さまにもご参加いただき、福祉避難所の開設準備と避難者受入れの流

れを確認しました。訓練の振り返りでは、情報共有の方法や、一般の人への福祉避難所の周知等が課題としてあ

げられました。

「福祉避難所」とは

　災害発生時、一般の避難所では避難生活に支障をきたす高齢者や障害者等、何らかの特別な配慮を要す

る人（要配慮者）を対象として、開設が必要と判断した場合に、市の要請により開設される2次的な避難所で

す。市では以下の6施設と協定を締結しています。

福祉避難所運営訓練を実施しました

施設名

四万十の郷

わかふじ寮

わかふじ寮

夢の丘

かわせみ

光優

所在地

安並5803

古津賀1801-1

蕨岡甲6451-2

右山2041-18

西土佐用井1110-1

古津賀3742-17

対象者

高齢者

障害児

障害者

高齢者

高齢者

高齢者

受入人数※

40人

30人

60人

30人

30人

16人

※受入人数は、介助者を含めた最大人数です。

　（要配慮者1名につき、原則介助者1名が必要）

【問い合わせ先】四万十市福祉避難所連絡協議会事務局　（市）高齢者支援課　高齢者福祉係

　　　　　　　☎（34）8066　E-mai l  koure i@c ity .sh imanto . lg . jp

①災害発生

避難

移送 健康調査

②一般の避難所

 (指定避難所等)

直
接
避
難
は
で
き
ま
せ
ん
！

③福祉避難所

わかふじ寮での訓練（11月15日） 夢の丘での訓練（11月16日）

18

令
和
2
年
1
月
号



四万十市民生委員・児童委員、主任児童委員について

受持区域

右山元町1丁目・朝日区

右山元町2丁目

右山元町3丁目・右山

駅前町

右山天神町

右山五月町

不破

不破上町

角崎・緑ヶ丘団地

中村大橋通1丁目・中村四万十町・中村百笑町

中村岩崎町・中村羽生小路

中村栄町・中村東下町

中村大橋通4～5丁目

中村大橋通6～7丁目

中村一条通1丁目・中村天神橋 

中村一条通2丁目・中村於東町

中村一条通3～4丁目

中村一条通5丁目

中村東町1丁目

中村東町2丁目

中村東町3丁目

中村本町1～2丁目・中村愛宕町

中村本町3～5丁目

中村新町

中村京町

中村桜町

中村小姓町・中村上小姓町

中村丸の内

中村丸の内ハイランド

中村山手通・中村大橋通2丁目

中村弥生町・中村大橋通3丁目

渡川1区

渡川2区

渡川2区

渡川3区・不破出来島

田黒1丁目　　　　　　　

田黒2丁目　　　　　　　

田黒3丁目　　　　　　　

赤松町

具同中組

西組・中山団地・あいのさわ団地

西組・中山団地・あいのさわ団地

入田上

入田下

自由ヶ丘団地　　　 　　

自由ヶ丘東

坂本・山路上（奥山路・本村）

山路下（上木戸・下木戸）

実崎

深木

間崎

津蔵渕

名鹿・初崎

氏　名

濵岡　俊二

伊與田　菅子

金子　生子

遠近　初美

猿田　正隆

朝日　陽子

宮﨑　文男

大西　恵美

江口　るり

寺尾　静代

松木　信人

福永　千代隆

今村　英夫

林　政博

福山　妙子

大石　忠生

矢野　春代

未決定

嶋　博茂

河渕　真紀

井上　邦子

上岡　理枝

石﨑　都巳

内藤　達也

山本　岩見

山下　須美子

平野　秀美

森　裕子

田村　好子

亀谷　寛

加取　馨

谷口　春雪

芝岡　光子

川村　ちづ

橋田　きし子

中村　博保

竹葉　真由美

山本　工

坂下 多惠子

大砂　元惠

渡邊　続

濵田　和美

浜田　精一

橋本　勝幸

白井　敏勝

仙石　永生

山﨑　美知子

小野　淑水

宮﨑　壮平

加持　千絵

刈谷　葎子

植木　潤吉

谷田　祐三

受持区域

楠島・楠島団地・一本松

間・国見・荒川

森沢

江ノ村・西ノ谷

大用

住次郎

大屋敷

片魚

常六・三ツ又

大西ﾉ川・小西ﾉ川

秋田・麻生

安並上 ・安並団地

安並下・秋森団地

佐岡

佐岡団地・佐岡南の風団地

古津賀

古津賀

古津賀第一団地

古津賀第二団地・雅ヶ丘団地

古津賀第二団地・雅ヶ丘団地

井沢団地

井沢　　　　　　 

竹島

鍋島・馬越

下田上区・松ノ山

下田下区

串江

水戸東

水戸西

平野

双海

磯ノ川・生ノ川

上ノ土居・九樹

有岡

民部

有岡団地

横瀬

敷地

田野川甲･乙

カツラ山団地

佐田

岩田　

利岡・若藤

板ノ川・口鴨川

中鴨川・奥鴨川

氏　名

佐竹　万里

大塚　保美

三吉　良育

原　利喜

田中　美奈子

未決定

谷　開

敷地　正吉

白石　延弘

益岡　佐惠子

祖父江　勝一

有友　大

広井　純一

山岡　克輔

未決定

宮下　貞子

野並　鈴美

未決定

未決定

未決定

今倉　傳男

沖　隆晴

西内　雄子

江口　義勝

山﨑　開巳

宮﨑　嘉友

今村　隆

未決定

未決定

茶畑　久子

鍋島　信久

西　美和

立石　亜美

橋田　まや

森田　茂

多和　博嗣

林　明

武田　和子

坂本　京子

柿谷　佳江

宮﨑　聖

井森　和

地曳　克介

弘畑　佳之

山本　隆次

受持区域

藤

内川

蕨岡下分

蕨岡上分

伊才原

上古尾・下古尾

竹屋敷

三里

川登

手洗川

高瀬・田出ノ川

鵜ノ江

勝間・勝間川

久保川

中村地域全域

中村地域全域

中村地域全域

中村地域全域

中村地域全域

中村地域全域

中村地域全域

中村地域全域

黒尊・奥屋内上

奥屋内下

玖木

口屋内

中半

岩間

藤ノ川

橘

津野川

津賀

薮ヶ市

須崎

大宮下・大宮中

大宮上

下家地・中家地

方ノ川・西ヶ方

下方

宮地

奈路・館

用井・長生

半家

本村

中組

押谷・権谷

西土佐地域全域

西土佐地域全域

氏　名

未決定

谷岡　正一

福留　久男

尾﨑　明子

尾﨑　るみ

村松　和雄

平野　義郎

久保田　七海

伊與田　恵子

倉本　正俊

中之所　克己

弘田　晶子

永野　寛

岡村　弘美

土居　佐枝子

岡本　惠美

刈谷　隆子

吉川　悦子

田辺　恵美子

森　真規

宮﨑　司津子

宮下　房子

東　町子

毛利　明美

土居　純代

横山　桂子

佐藤　敏夫

梨　千春

森　茂久

中平　良幸

太宰　政博

竹﨑　長詞

新玉　茅美

西岡　百合子

尾﨑　順代

岡﨑　早智

安岡　真弓

松岡　宏子

谷平　貴宏

佐竹　裕子

濱田　育子

谷𦚰　洋子
橘　　典子

安藤　香里

宮﨑　志保

武内　絹子

佐竹　朋子

芝　和恵

民生委員・児童委員　　127名 （定数136名、未決定9名）

主任児童委員　10名（定数10名、未決定0名）

合計　137名

中村地区 東中筋地区 蕨岡・西富山地区

大川筋地区

(中村地区)主任児童委員

西土佐地域

(西土佐地区)主任児童委員

東富山地区

東山地区

下田地区

中筋地区

後川地区

具同地区

八束地区
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11
月
10
日
、
道
の
駅「
よ
っ
て
西
土
佐
」

で
、「
お
も
て
な
し
ト
イ
レ
」優
秀
者
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、県
が
平
成
24
年
度
か
ら
観

光
客
の
満
足
度
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
、観

光
客
へ
の
気
配
り
を
行
っ
て
い
る
ト
イ
レ

を「
お
も
て
な
し
ト
イ
レ
」と
認
定
し
て
い

る
も
の
で
、現
在
県
内
で
8
3
1
件
の
ト
イ

レ
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
特

に
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
ト
イ

レ
を
優
秀
者
と
し
て
表
彰
し
て
お
り
、今

回
、よ
っ
て
西
土
佐
の「
お
も
て
な
し
ト
イ

レ
」が
優
秀
者
と
し
て
選
ば
れ
、高
知
県
お

も
て
な
し
県
民
会
議
よ
り
表
彰
状
と
記
念

品
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
道
の
駅「
よ
っ
て
西
土
佐
」の
お
も
て
な

し
ポ
イ
ン
ト
は
、い
つ
で
も
き
れ
い
な
ト
イ

レ
を
心
掛
け
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、利
用
者
に

気
持
ち
よ
く
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
毎
日

季
節
の
花
を
飾
っ
て
い
る
点
で
す
。当
駅
を

ご
利
用
の
際
は
、ト
イ
レ
に
も
立
ち
寄
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

〜
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
〜

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
20
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ま
に
は
、日
本
年
金

機
構
か
ら
資
格
取
得
の
お
知
ら
せ
を
送
付

し
ま
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、年
を
と
っ
た
と
き
の
老

齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も

あ
り
ま
す
。障
害
年
金
は
、病
気
や
事
故
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。ま

た
遺
族
年
金
は
、加
入
者
が
死
亡
し
た
場

合
、そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
や

「
子
」）が
受
け
取
れ
ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と「
納
付
猶
予
制
度
」

★「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、

ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、高
等

学
校
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学
校
お
よ
び

各
種
学
校（
修
業
年
限
1
年
以
上
で
あ
る
課

程
）、一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
人
で
、申
請
の
際
に
学
生
証
の
写
し

（
両
面
）ま
た
は
在
学
証（
原
本
に
限
る
。）が

必
要
で
す
。

★「
納
付
猶
予
制
度
」

　
50
歳
未
満
の
人
で
、ご
本
人
お
よ
び
配
偶

者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

　
国
民
年
金
保
険
料
の
申
請
免
除（
全
額
免

除
・
一
部
免
除
）・
法
定
免
除
・
納
付
猶
予
・
学

生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ

る
場
合
、保
険
料
を
全
額
納
め
た
人
と
比

べ
、老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ

る
年
金
）の
受
取
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
す
る
た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
を
さ
か
の

ぼ
っ
て
古
い
月
分
か
ら
納
め
る（
追
納
）こ

と
が
で
き
ま
す
。追
納
の
申
込
は
、年
金
事

務
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
等
に
つ
い

て
は
、年
金
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
年
金
事
務
所

　（
中
村
東
町
2
丁
目
4-

10
）　

　
☎（
3
4
）1
6
1
6

　
日
本
年
金
機
構
相
談
予
約
受
付
専
用
電
話

　
☎
0
5
7
0（
0
5
）4
8
9
0

　（
本
庁
）市
民
・
人
権
課
　
市
民
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
3

　（
総
合
支
所
）西
土
佐
住
民
分
室

　
☎（
5
2
）1
1
1
2

し
ま
ん
と

情
報
掲
示
板

募
　
集

四
万
十
の
日

四
万
十
川
で
花
嫁
に
な
る
！

　
4
月
10
日
は「
四
万
十
の
日
」。
全
国
の
希

望
者
か
ら
選
ば
れ
た
3
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
、

春
の
四
万
十
川
に
浮
か
ぶ
屋
形
舟
で
結
婚
式

を
行
い
ま
す
。挙
式
を
お
考
え
の
人
は
、ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
4
月
10
日（
金
）

▼
場
所

　
佐
田
沈
下
橋
〜
三
里
沈
下
橋
付
近

▼
内
容

　
4
月
10
日
に
限
り
、
1
組
あ
た
り
4
0
，

　
0
1
0
円
で
挙
式
で
き
ま
す
。

　
タ
キ
シ
ー
ド
、ド
レ
ス
、着
付
け
、ヘ
ア
メ

　
イ
ク
、船
内
で
の
挙
式
料
す
べ
て
含
み
ま

　
す
。

▼
申
込
締
切
　
1
月
31
日（
金
）

▼
主
催

　
四
万
十
D
＆
H（
ア
ー
ト
美
容
室
、屋
形
舟

　
さ
こ
や
、シ
ャ
ル
ー
ル
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
D
＆
H（
屋
形
舟
さ
こ
や
内
）

　
☎
0
9
0-

5
1
4
7-

4
0
2
3
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「
上
方
演
芸
会
」公
開
収
録

観
覧
者
募
集

　
N
H
K
ラ
ジ
オ
番
組「
上

方
演
芸
会
」の
公
開
収
録
の

観
覧
者
を
募
集
し
ま
す
。上

方
芸
人
に
よ
る
漫
才
、漫
談

な
ど
、上
方
な
ら
で
は
の
話

芸
の
数
々
を
お
届
け
し
ま

す
。

▼
日
時
　
2
月
22
日（
土
）

　
　
　
　
開
場
　
15
時
50
分

　
　
　
　
開
演
　
16
時
20
分 

　
　
　
　
終
演
予
定
　
17
時
50
分

▼
会
場
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▼
出
演
予
定

　＜

1
本
目＞

横
山
ひ
ろ
し
・
春
け
い
こ
、

　
　
　
　
　
　
ア
ル
ミ
カ
ン

　＜

2
本
目＞

海
原
は
る
か
・
か
な
た
、

　
　
　
　
　
　
ス
マ
イ
ル

▼
入
場
料
　
無
料

▼
応
募
方
法

　
往
復
は
が
き（
私
製
を
除
く
。）に
次
の
と

　
お
り
記
入
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
往
信
用
裏
面

　
　（
ご
自
分
の
）郵
便
番
号
、
住
所
、
名
前
、

　
　
電
話
番
号

　
返
信
用
表
面

　
　（
ご
自
分
の
）郵
便
番
号
、住
所
、名
前

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、当
選

　
者
に
は
入
場
整
理
券（
1
枚
で
2
名
入
場

　
可
）を
、落
選
者
に
は
2
月
初
旬
に
落
選
通

　
知
を
発
送
予
定

※
記
入
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
無
効

※「
返
信
用
裏
面
」は
白
紙
の
ま
ま
お
送
り
く

　
だ
さ
い
。

※
シ
ー
ル
等
の
貼
付
、修
正
液
の
使
用
不
可

※
転
売
を
目
的
と
し
た
応
募
で
あ
る
と
判
明

　
し
た
場
合
は
、抽
選
対
象
外
と
し
ま
す
。売

　
買
が
確
認
さ
れ
た
場
合
入
場
を
お
断
り
し

　
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
出
演
者
の
変
更
や
公
演
を
中

　
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
四
万
十

　
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
応
募
要
領
は
、市
役
所
本
庁
・
市
立
中
央
公

　
民
館
・
西
土
佐
総
合
支
所
・
西
土
佐
ふ
れ
あ

　
い
ホ
ー
ル
に
も
掲
示
し
て
い
ま
す
。

▼
宛
て
先

　
〒
7
8
0-

8
5
1
2

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
知
放
送
局「
上
方
演
芸
会
」係

▼
応
募
締
切
　
1
月
24
日（
金
）必
着

▼
放
送
予
定

　
未
定（
ラ
ジ
オ
第
1
・
国
際
放
送
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
知
放
送
局

　
☎
0
8
8（
8
2
3
）2
3
0
0

　http
:/
/
n
hk
.jp
/
k
o
c
hi

　
②
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　
☎（
5
2
）2
3
1
2

　
★
応
募（
観
覧
申
込
）の
詳
細
は
、①
に
お

　
　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
★
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、N
H
K

　
　
で
受
信
料
の
お
願
い
に
使
用
す
る
場
合
が

　
　
あ
り
ま
す
。教

室
・
講
座

第
3
回
四
万
十
市
市
民
救
助
隊

養
成
研
修

　
四
万
十
市
、四
万
十
消
防
署
、四
万
十
市
自

主
防
災
会
連
絡
会
議
合
同
で
、第
3
回
四
万

十
市
市
民
救
助
隊
養
成
研
修
を
開
催
し
ま

す
。
　
こ
の
研
修
の
目
的
は
、災
害
対
応
に
対
す

る
正
し
い
知
識
・
技
術
を
習
得
し
、「
勇
気
」を

勝
ち
取
り
、災
害
時
に
助
け
ら
れ
る
側
か
ら

助
け
る
側
に
シ
フ
ト
し
、「
市
民
の
市
民
に
よ

る
市
民
の
た
め
の
強
固
な
防
災
体
制
」を
実

現
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
や
気
づ
き
を
得
、未
来

に
つ
な
が
る
実
の
あ
る
研
修
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、１
人
で
も
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
年
齢
、性
別
は
全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。災

害
現
場
で
も
、力
の
な
い
人
や
女
性
も
で
き

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
未
来
へ
つ

な
ぐ
防
災
、共
に
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！

　▼
日
時

　
2
月
1
日（
土
）、2
日（
日
）

　
8
時
30
分
〜
16
時
30
分（
予
定
）

▼
場
所

　
四
万
十
市
防
災
セ
ン
タ
ー
、四
万
十
消
防
署

▼
募
集
人
数

　
両
日
と
も
同
じ
研
修
内
容
で
40
名
ず
つ

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限
　
1
月
17
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
消
防
署
　
警
防
係

　
☎（
3
4
）5
8
8
1

子
育
て
ひ
ろ
ば「
と
こ
と
こ
」

【
こ
の
ゆ
び
　
と
〜
ま
れ
】

み
や
も
っ
ち
先
生
の
運
動
あ
そ
び

▼
日
時
　
1
月
11
日（
土
）10
時
〜
11
時
30
分

▼
対
象
　
3
歳
〜
小
学
1
年
生
程
度

マ
マ
先
生
う
き
ち
ゃ
ん
の
産
後
ケ
ア

☆
特
別
企
画≪

顔
ヨ
ガ
×
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル≫

▼
日
時
　
1
月
16
日（
木
）10
時
〜
11
時
30
分

▼
対
象
　

　
産
後
の
女
性（
先
着
10
名
）

　
※
お
子
さ
ま
連
れ
可
で
す
。

▼
参
加
料
　
1
0
0
0
円

▼
講
師
　
山
崎 

う
き
、岡 

由
記

マ
マ
先
生
う
き
ち
ゃ
ん
の
キ
ッ
ズ
バ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ル

▼
日
時
　
1
月
25
日（
土
）10
時
〜
11
時

▼
対
象
　
4
歳
〜
小
学
2
年
生
程
度

※「
と
こ
と
こ
」は
ア
ピ
ア
さ
つ
き
内
の
別
区

　
画
に
引
っ
越
し
ま
す
。（
1
月
中
旬
予
定
）

　
引
っ
越
し
の
た
め
1
月
の「
ふ
さ
よ
ば
ぁ

　
ば
の
音
楽
遊
び
」は
お
休
み
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
カ
ド
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
　
代
表
　
伊
與
田
紗
希

　
☎
0
9
0-

9
2
4
9-

9
8
7
8

　E
-m
a
il：
c
ud
d
le
fa
m
ily
2
0
1
8
@
g
m
a
il.c
o
m

　
☆
参
加
予
定
の
方
は
こ
ち
ら
←
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

21

令
和
2
年
1
月
号

募

 

集

催

 

し

ス
ポ
ー
ツ

教
室
・
講
座

健
康
・
福
祉

そ
の
他
・
相
談



催
　
し

出
会
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
イ

ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

　
海
を
な
が
め
な
が
ら
す
て
き
な
出
会
い
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る

チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
で
ワ
イ
ワ
イ
遊
ぶ
と
、自

然
に
会
話
も
弾
み
ま
す
！

　
イ
ベ
ン
ト
後
は
か
わ
い
く
で
き
た
ボ
ー
ド

を
お
持
ち
帰
り
！
四
万
十
川
河
口
で
日
帰
り

温
泉
も
あ
る
い
や
し
の
里
で
お
い
し
い
飲
み

物
、ス
イ
ー
ツ
も
楽
し
み
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
9
日（
日
）13
時
〜

▼
場
所
　
四
万
十
い
や
し
の
里

▼
内
容
　
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
、交
流
会

▼
対
象
者
　
原
則
25
歳
〜
45
歳
の
独
身
男
女

▼
定
員

　
40
名（
男
女
各
20
名
）

　
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、四
万
十
市
在

　
　
住
者
ま
た
は
在
勤
者
を
優
先
し
ま
す
。

▼
参
加
料
　
2
0
0
0
円

▼
募
集
期
間
　
1
月
26
日（
日
）ま
で

▼
申
込
方
法

　
高
知
で
恋
し
よ

　
応
援
サ
イ
ト
　
↓

※
無
料
の
ユ
ー
ザ
ー
登
録
が
必
要
で
す
。
詳

　
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）子
育
て
支
援
課
　
企
画
係

　
☎（
3
4
）9
0
0
7

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
は（
有
）せ
い
ぶ
印
刷
工
房
に
委

　
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

「
高
知
で
恋
し
よ
!!
マ
ッ
チ
ン

グ
」出
張
登
録
会

　
1
対
1
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
県
の

会
員
制
お
引
合
わ
せ
シ
ス
テ
ム「
高
知
で
恋

し
よ
!!
マ
ッ
チ
ン
グ
」の
ス
ペ
シ
ャ
ル
出
張

登
録
会（
無
料
の
ヘ
ア
メ
イ
ク
と
写
真
撮
影

付
き
）を
実
施
し
ま
す
。

　
完
全
予
約
制
の
た
め
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

▼
日
時
　
1
月
19
日（
日
）10
時
〜
17
時

▼
場
所
　
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
　
20
歳
以
上
の
独
身
の
方

▼
申
込
期
間
　
1
月
14
日（
火
）

▼
入
会
登
録
料
　
1
万
円（
2
年
間
分
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
こ
う
ち
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
0
8
8（
8
2
1
）8
0
8
1

　（
日
月：

10
時
〜
17
時
、火
水
木：

13
時
〜
20

　
時
）

「
ど
ぶ
ろ
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

列
車
2
0
2
0
」参
加
者
募
集

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
で
は
、利
用
促
進
事

業
の
一
環
と
し
て
、本
年
も「
ど
ぶ
ろ
く
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
列
車
」を
運
行
し
ま
す
。三
原

村
産
ど
ぶ
ろ
く
と
、三
原
村
の
食
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
特
製
手
作
り
弁
当
で
列
車
の

旅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
1
月
下
旬
ま
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
列
車

の
運
行
も
行
っ
て
い
ま
す
。ご
家
族
、ご
友
人

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、幻
想
的
な
冬
の
ひ

と
と
き
を
ぜ
ひ
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ど
ぶ
ろ
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
列
車
2
0
2
0

▼
日
時

　
1
月
19
日（
日
）16
時
40
分
中
村
駅
集
合

▼
申
込
期
限
　
1
月
14
日（
火
）　

▼
募
集
人
数
　
34
名（
最
少
催
行
人
数
25
名
）

▼
参
加
費
用

　
4
8
0
0
円（
列
車
代
金
・
ど
ぶ
ろ
く
5
0
0

　
㎖
・
お
弁
当
代
・
保
険
代
）

▼
行
程

　
中
村
駅（
17
時
1
分
発
）⇒

窪
川
駅⇒

中
村

　
駅（
19
時
27
分
着
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】　

　
旅
行
企
画
実
施
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株

　
式
会
社
企
画
営
業
課

　
☎（
3
5
）4
9
6
2（
平
日
9
時
〜
17
時
）

四
万
十
川
こ
ど
も
演
劇
祭

2
0
1
9
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
公

演
「
コ
メ
デ
ィ
・
ク
ラ
ウ
ン
・

サ
ー
カ
ス
」

　
5
人
の
ク
ラ
ウ
ン（
道
化
師
）た
ち
の
す
ご

〜
い
！
…
け
ど
笑
っ
ち
ゃ
う
！
コ
メ
デ
ィ
・

サ
ー
カ
ス
で
す
。
に
ぎ
や
か
で
パ
ワ
ー
あ
ふ

れ
る
ス
テ
ー
ジ
を
ご
家
族
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▼
日
時

　
2
月
15
日（
土
）14
時
開
演

　（
13
時
30
分
開
場
）

▼
会
場
　
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
観
劇
料（
3
歳
以
下
無
料
）

　
前
売
券
　
1
0
0
0
円

　
当
日
券
　
1
5
0
0
円

▼
駐
車
場
　
Ｊ
Ｔ
跡
地（
中
村
東
町
1-

23
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　（
市
）市
民
・
人
権
課
・
市
立
図
書
館
・
市
立

　
文
化
セ
ン
タ
ー
・
西
土
佐
教
育
分
室
・
中
村

　
こ
ど
も
劇
場

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
川
こ
ど
も
演
劇
祭
実
行
委
員
会
　

　（
生
涯
学
習
課
内
）

　
☎（
3
4
）7
3
1
1
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南
仏
上
人
と
香
山
寺
展

　
昨
年
修
理
が
完
了
し
た
高
知
県
保
護
有
形

文
化
財
、南
仏
上
人
坐
像
を
主
軸
に
、一
條
氏

と
も
関
係
の
深
い
香
山
寺
に
焦
点
を
当
て
、

遺
跡
や
資
料
か
ら
香
山
寺
の
魅
力
を
紐
解
き

ま
す
。

▼
開
催
期
間

　
令
和
元
年
12
月
28
日（
土
）〜
3
月
24
日（
火
）

▼
場
所

　
四
万
十
市
郷
土
博
物
館
　
2
階
展
示
室

▼
開
館
時
間

　
9
時
〜
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

　
※
水
曜
日
は
休
館
日
で
す
。（
臨
時
休
館
す

　
　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　
※
入
場
料
や
臨
時
休
館
の
予
定
に
つ
い
て

　
　
は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
　
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
四
万
十
市
郷
土
博
物
館

　
☎
・
F
A
X（
3
5
）4
0
9
6

　h
ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
.sh
im
a
n
to
.lg
.jp
/

　m
u
se
u
m
/

　（
市
）生
涯
学
習
課
　
☎（
3
4
）7
3
1
1

郷
土
博
物
館
　
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集
！ 

　
青
さ
の
り
養
殖
網
が
緑
に
色
づ
く
1
月
、

博
物
館
3
階
展
示
室
で
開
催
中
の「
青
さ
の

り
の
天
ぷ
ら
篇
」の
解
説
お
よ
び
展
示
に
関

す
る
現
地
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
1
月
19
日（
日
）9
時
〜
12
時

▼
集
合
・
解
散
場
所

　
市
立
中
央
公
民
館
駐
車
場

▼
参
加
料
　
郷
土
博
物
館
入
場
料
に
準
ず
る

▼
行
程

　
下
田
青
さ
の
り
養
殖
場
見
学
↓
郷
土
博
物

　
館
展
示
解
説

▼
定
員

　
先
着
18
名

　（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
申
込
締
切

　
1
月
16
日（
木
）

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　
電
話
、F
A
X
、メ
ー
ル

▼
そ
の
他

　
ケ
ガ
、事
故
に
つ
い
て
は
主
催
者
側
で
加

　
入
す
る
傷
害
保
険
の
範
囲
内
で
対
応

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
四
万
十
市
郷
土
博
物
館

　
☎
・
F
A
X（
3
5
）4
0
9
6

　E
-m
a
il:4
0
0
1
0
m
use
um
@
c
ity
.shim

a
nto.

　lg
.jp

健
康
・
福
祉

精
神
保
健
福
祉
相
談

　
精
神
障
害
者
ま
た
は
精
神
障
害
の
疑
い
の

あ
る
人
や
そ
の
ご
家
族
に
対
し
、精
神
科
医

師
に
よ
る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

　
2
月
17
日（
月
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
場
所
　
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所
等

▼
受
付
件
数
　
2
件
ま
で

▼
受
付
締
切
　
2
月
3
日（
月
）

※
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所
　
健
康
障
害
課

　
☎（
3
4
）5
1
2
4

第
12
回
幡
多
講
演
会

知
っ
て
得
す
る
タ
バ
コ
の
話

　
タ
バ
コ
が
体
に
悪
い
こ
と
は
誰
も
が
知
っ

て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
は
本
人
の
意
思
で
は
な

く
、ニ
コ
チ
ン
に
依
存
す
る
た
め
や
め
ら
れ

な
く
な
り
、ま
た
、吸
う
人
だ
け
で
な
く
、煙

を
周
り
の
人
が
吸
う
こ
と
で
も
影
響
が
あ
り

ま
す
。

　
タ
バ
コ
や
煙
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

▼
日
時
　
2
月
23
日（
日
）9
時
30
分
〜
12
時

▼
会
場
　
新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十
2
階

▼
参
加
費
　
無
料

▼
講
師

　
宇
多
津
病
院
放
射
線
科
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
長

　
佐
藤
　
功（
さ
と
う
　
た
か
し
）

▼
申
込
締
切
　
2
月
15
日（
土
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
に
い
や
歯
科
医
院
　
新
谷
泰
司

　
☎（
3
7
）4
1
8
2

　
F
A
X（
3
7
）6
7
8
2

①
第
3
回
睡
眠
教
室
開
催

　
よ
り
良
い
睡
眠
を
と
る
た
め
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
1
月
29
日（
水
）17
時
30
分
〜
19
時

▼
場
所
　
聖
ヶ
丘
病
院
　
作
業
療
法
室

▼
講
師

　
聖
ヶ
丘
病
院

　
副
院
長
兼
精
神
科
医
長
　
髙
村
祥
吾

　
日
本
睡
眠
学
会
認
定
技
師
　
木
下
理
恵

▼
参
加
費
　
無
料

▼
駐
車
場
　
有

②
認
知
症
予
防
教
室
開
催

　
認
知
症
予
防
の
講
座
と
座
談
会
を
開
催
し

ま
す
。『
高
齢
者
の
買
い
物
ト
ラ
ブ
ル
と
対

策
』に
つ
い
て
の
講
座
で
、幡
多
広
域
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
事
前
の
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
日
時
　
1
月
31
日（
金
）14
時
〜
15
時

▼
場
所
　
聖
ヶ
丘
病
院
　
作
業
療
法
室

▼
参
加
費
　
無
料

▼
駐
車
場
　
有

【
①
②
の
問
い
合
わ
せ
先
】

　
聖
ヶ
丘
病
院

　
宿
毛
市
押
ノ
川
1
1
9
6

　
☎
0
8
8
0（
6
3
）2
1
4
6（
代
表
）

　
①
担
当
　
情
報
管
理
室
　
小
島

　
②
担
当
　
地
域
連
携
推
進
室
　
中
野
・
長
尾
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本年度のがん検診を受診していない人を対象に、次の日程でがん検診を実施します。
事前の申し込みが必要です。まだがん検診を受けていない皆さまはぜひ受診してください。

※受付時間は、9時～10時30分の予定です。子宮頸がん検診のみ10時までに受付をお願いします。

（※1）大腸がん検診は、市役所窓口（本庁：健康推進課、総合支所：保健課）にて、検診料金をお支払い後、検診容器と問診票をお渡しします。
（※2）子宮頸がん・乳がん検診は2年に1回の受診とし、前年度未受診の人を対象とします。

次の対象年齢の人（令和2年3月31日時点）のうち、本年度（平成31年4月1日～）がん検診を受診していない人

1年に1度は健診を

マム＆チルドレン

3か月児・7か月児健診

出張健康相談

献血

献血

乳幼児相談

1歳9か月児健診

子宮頸がん検診

乳がん検診

ママタッチ教室

定例健康相談

マム＆チルドレン

7か月児・10か月児健診

乳児・1歳6か月児・3歳児健診

3歳児健診

定例健康相談

1歳9か月児健診

乳幼児相談

全地区(拾い)（注）

全地区(拾い)（注）

具同体育センター

健康管理センター

JA高知県西土佐支所

フジグラン四万十

JA高知県中村支所

四国電力株式会社中村支社

健康管理センター

健康管理センター

市立武道館

子育て支援センター“ぽっぽ”

西土佐総合支所

具同体育センター

健康管理センター

保健センター

健康管理センター

西土佐総合支所

健康管理センター

健康管理センター

10：00～11：30

12：50～13：30

9：00～11：00

11：30～16：30

9：00～12：00

14：00～15：45

9：30～11：00

12：50～13：30

9：20～11：30、

13：20～15：30

13：15～14：30

9：00～11：00

10：00～11：30

12：50～13：30

13：30～14：00

12：50～13：30

9：00～11：00

12：50～13：30

9：30～11：00

8日（水）

9日（木）

10日（金）

15日（水）

16日（木）

20日（月）

22日（水）

23日（木）

29日（水）

3日（月）

5日（水）

7日（金）

時間

1月

2月

事業名 該当地区月日 場所

【問い合わせ先】（本庁）健康推進課  ☎(34)1115・（34）1823　　（総合支所）保健課　☎(52)1132

健
診
・
検
診

各種がん検診をまだ受けていない皆さまへ

健康維新の志士
けん　しん太郎くん

【実施日・場所・検診の種類】下記の会場以外の検診日程等は、（県）健康対策課ホームページをご覧ください。

【検診名・対象者・料金】

2月16日（日）

検診名

結核・肺がん検診

（胸部レントゲン検査）

大腸がん検診（※1）

胃がん検診（バリウム検査）

子宮頸がん検診（※2）

乳がん検診（※2）

対象者

65歳以上の男女

40～64歳の男女

40歳以上の男女

40歳以上の男女

20歳以上の女性

40～49歳の女性

50歳以上の女性

検診料金（対象外者）

無料

200円（1300円）

300円（1600円）

1000円（5500円）

800円

900円

800円

幡多健診センター（宿毛市）結核・肺がん（胸部レントゲン検査）・大腸がん・胃がん（バリウム検査）・子宮頸がん・乳がん検診

検診の種類場所実施日

【申込期間】1月8日（水）～1月31日（金）8時30分～ 17時（土・日・祝日は除く。）
　　　　　（定員に達した時点で申込を締め切りますのでご了承ください。）
【申込方法】電話で下記までお申し込みください。
　　　　　　※通常の市町村がん検診と申込先が異なりますのでご注意ください。

【問い合わせ・申込先】高知県総合保健協会　☎088（831）4351　☎088（833）4668

（注）各地区で実施した検診時に未受診だった人を対象に実施します。

がん検診を
受けよう!!
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大
腸
が
ん
検
診
を
ま
だ
受
け
て

い
な
い
皆
さ
ま
へ

　
大
腸
が
ん
検
診
は
、検
便（
便
に
潜
む
血
液

の
有
無
を
調
べ
る
検
査
）に
よ
り
行
う
簡
易

な
検
査
で
す
。本
年
度
、ま
だ
大
腸
が
ん
検
診

を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
人
を
対
象
に
、便
採

取
後
に
郵
送
で
提
出
す
る
方
法
に
よ
る
検
診

を
実
施
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　
四
万
十
市
内
に
住
所
を
有
す
る
40
歳
以
上

　（
令
和
2
年
3
月
31
日
時
点
）の
人
で
、本

　
年
度
に
大
腸
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
な

　
い
人

▼
自
己
負
担
金
　
3
0
0
円

▼
申
込
期
間

　
1
月
15
日（
水
）〜
2
月
14
日（
金
）

▼
検
診
の
流
れ

　
①
検
診
を
希
望
す
る
人
は
、市
役
所
窓
口

　
　（
本
庁：

健
康
推
進
課
、総
合
支
所：

保
健

　
　
課
）ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
②
自
己
負
担
金
を
お
支
払
い
後
、検
診
容

　
　
器
、提
出
用
封
筒
、問
診
票
等
を
お
渡
し

　
　
し
ま
す
。

　
③
便
を
採
取
後
、容
器
と
問
診
票
を
提
出

　
　
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
④
検
診
結
果
に
異
常
が
あ
っ
た
場
合
の
み
、

　
　
容
器
提
出
後
１
か
月
以
内
に
市
か
ら
通

　
　
知
し
ま
す
。
異
常
が
認
め
ら
れ
な
い
場

　
　
合
は
通
知
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、気
に

　
　
な
る
人
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　（
本
庁
）健
康
推
進
課
　
健
康
増
進
係

　
☎（
3
4
）1
1
1
5

　（
総
合
支
所
）保
健
課
　
保
健
係

　
☎（
5
2
）1
1
3
2

【連載】 けんこうだより32【連載】 けんこうだより32【連載】 けんこうだより32
～胃がんについて～

　胃がんは、日本全国で1年間に約135,000人が診断されます。胃がんと診断される人は男性に多い傾向に

あり、50歳ごろから増加して、80歳代でピークを迎えます。胃がんの罹患者数（がんになった人の数）は男性

では第1位と最も多く、女性では3番目に多いがんです。

　胃がんは、日本全国で1年間に約135,000人が診断されます。胃がんと診断される人は男性に多い傾向に

あり、50歳ごろから増加して、80歳代でピークを迎えます。胃がんの罹患者数（がんになった人の数）は男性

では第1位と最も多く、女性では3番目に多いがんです。

■発生要因　ヘリコバクター・ピロリ（ピロリ菌）の感染、喫煙、高塩分の摂取　など

　※がん予防には禁煙、適度な飲酒、バランスのよい食事、運動、適正体重、感染予防が効果的！

■症状　早い段階では自覚症状がほとんどなく、進行しても症状がない場合があります。

　＜代表的な症状＞　胃の痛み、不快感、違和感、胸やけ、吐き気、食欲不振、

　　　　　　　　　　胃がんからの出血による貧血、黒い便　など

　※これらの症状は、胃炎や胃潰瘍の場合でも起こります。食事がつかえる、体重減少がある場合は進行性

　　胃がんの可能性もあるため、自己判断せず、早期に医療機関を受診しましょう！

■早期発見・治療

　　胃ポリープ、胃潰瘍、慢性胃炎などが胃がん検診で発見される場合もあります。ピロリ菌の有無は血液

　検査で調べることができます。早期発見・治療のため年に1回（市実施の胃カメラ検査は2年に1回）は胃が

　ん検診を受診しましょう。

■胃がん検診

　　市では40歳以上の人を対象に、胃がん検診を実施しています。「胃部Ｘ線（バリウム）

　検査」または「胃内視鏡（胃カメラ）検査」などがあり、費用はバリウム検査1000円（40歳

　以上）、胃カメラ検査3300円（50歳以上）です。検診結果で要精密検査の判定があった場

　合は自己判断せず、必ず医療機関を受診しましょう。

　　

【問い合わせ先】（本庁）健康推進課　健康増進係　☎（34）1115　　（総合支所）保健課　保健係　☎（52）1132

健康維新の志士

けん しん太郎くん

健

けん
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4
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85
+

胃がん死亡率（年齢階級別　2017年）
国立がん研究センター

男女別がん罹患数（2015年）
国立がん研究センター

（年齢）

■ 男性　■ 女性■ 男性　■ 女性

胃 大腸 肺 前立腺（男性） 乳房（女性）

88,618人

80,291人

60,048人

37,811人

78,414人 79,631人

87,050人

40,263人
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今日から実践できる！認知症の予防と改善

～市民講座「認知症」のご案内～

今日から実践できる！認知症の予防と改善

～市民講座「認知症」のご案内～

今日から実践できる！認知症の予防と改善

～市民講座「認知症」のご案内～

　認知症にならないために、認知症であっても今より重度化しないために、予防と適切なケアについ
て学んでみませんか。事前申し込み不要です。どなたでもお気軽にご参加ください。

▼日時　2月8日（土）13：00～16：00　　 ▼場所　JA高知はた農協会館4階大ホール

【問い合わせ先】四万十市地域包括支援センター　☎（34）0170

講話①

「高齢期の体の変化と

認知症」

金田 弘子氏
（鳥取県 森本外科・
脳神経外科医院 副院長）

認知症重度化予防実践塾の
参加者

石黒 秀喜氏
（老い支度普及センター
老い支度クリエーター）

実践発表 講話②

重度化予防に取り組
んだ事例について報
告します！

「認知症の方の行動を人生歴か
ら理解する　～上手に老いるた
めの自己点検ノートの活用～」

※駐車場に限りがあるため、できるだけ乗り合わせ等でお越しいただくようお願いします。

■
受
付
時
間
 

 

 

 

 

　
初
診
・
予
約
外
の
方
　
午
前
8
時
〜
11
時
ま
で
 

 

 

 

 

　
※
受
付
時
間
を
過
ぎ
て
受
診
す
る
場
合
は
、必
ず
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
予
約
の
方
　
午
前
8
時
〜
 

 

 

 

 

　
※
漢
方
外
来
は
金
曜
日
の
午
後
の
み
で
す
。診
療
を
希
望
す
る
方
は
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

■
診
療
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
 
 

 

 

 

　
※
急
患
の
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
休
診
日
　
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
 

 

 

 

 

【
問
い
合
わ
せ
先
】市
民
病
院
　
☎（
3
4
）2
1
2
6
  

 

 

 

市
民
病
院
医
師
診
療
担
当
日

内
科

脳
神
経
外
科

外
科
整
形
外
科

泌
尿
器
科

午
前

午
前

午
前

午
前

午
前

月 火 水 木 金

伴昌幸

川田祥子

宇都宮俊介

河内通

※中尾昌宏

初診

予約外
小川貴司鈴木光哉

川田祥子

伴昌幸 

（検査）

坪屋英志

※中尾昌宏

伴昌幸

川田祥子

宇都宮俊介

河内通

※中尾昌宏

濱川公祐

川田祥子

伴昌幸

（検査）

坪屋英志

※中尾昌宏

小川貴司

※竹田修司

（不定期）

伴昌幸

川田祥子

宇都宮俊介

河内通

※中尾昌宏

午
後

午
後

令和2年1月1日より

初診

予約外

予約

予約 樋口佑次 樋口佑次 樋口佑次

樋口佑次

鈴木光哉

※竹田修司

（不定期）

　鈴木光哉

濱川公祐 小川貴司

小川貴司

濱川公祐予約 ※鷲山憲冶

※鷲山憲冶

濱川公祐
※★国立高知

（第2・4週）

予約

予約

初診

予約外

予約

予約

初診

予約外

予約

予約

予約

予約

初診

予約外

予約

予約

予約

樋口佑次予約

※八十島徳昭

(漢方外来）

初診・

予約

小川貴司

鈴木光哉

予約

鈴木光哉予約

小川貴司

濱川公祐予約

予約

予約

※印のある医師は非常勤医師です。（竹田修司医師の勤務は不定期）★印は国立高知病院医師が交替で診察します。
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一からはじめる健康玉手箱　vol.18
～あったかふれあいセンターのご案内～

　あったかふれあいセンターは、年齢や障害の有無にかかわらず、誰もが気軽に立ち寄れる場、集える

場として開設し、既存事業では行き届かない生活支援サービスや訪問相談、定期的な見守りなどを

行っています。市内には3ヶ所で開設していますので、お気軽にお立ち寄りください。

■愛・ハピネス

　（国見802-2）

　☎（37）3057

■アルメリア

　（駅前町15-13）

　☎（34）8018

■NPOいちいの郷

　（西土佐大宮594-3）

　☎（53）2020

【問い合わせ先】

　（本庁）高齢者支援課　高齢者福祉係　☎（34）8066　E-mail：kourei@city.shimanto.lg.jp

　（総合支所）保健課　保健係　☎（52）1132　E-mail：n-hoken@city.shimanto.lg.jp

　介護に伴う負担によって、介護者が身体的にも精神的にも追いつめられ、虐待に至ってしまうことがあり

ます。介護負担を少しでも軽減するために活用できる主な福祉サービスや制度等についてご紹介します。

　介護保険サービスや成年後見制度の利用には手続きが必要です。また、相談の内容に

よっては上記以外にも利用できる制度や、公的機関以外の支援もあります。

　詳しくは地域包括支援センターまでご相談ください。

例えばこんな時

介護の手助けが欲しい

余暇の時間が欲しい

親が認知症で金銭管理

ができず困っている

認知症の症状のことに

ついて相談したい

活用できる福祉サービス等

【介護保険制度】

ヘルパーによる入浴介助や、家族が病気や不在時等に高齢者が短期間宿泊

できるショートステイ、歩行器の貸与など、多様なサービスがあります。

【成年後見制度】

家庭裁判所が認めた「成年後見人」が、認知症など判断能力の不十分な人に

代わって契約や財産管理を行い、生活を支える制度です。

【認知症疾患医療センター】

市内では、「渡川病院」が指定を受け相談を受けています。ケースによって

は地域包括支援センターとも連携し、対応にあたります。

～第5回　介護負担を減らすためにできること　②各種サービスの活用～

四万十市地域包括支援センターへご相談ください。相談は無料、秘密厳守で対応します。

中村地域　　☎（34）0170 (夜間、土日祝日の連絡先　☎（34）0170)

西土佐地域　☎（52）1000 (夜間、土日祝日の連絡先　☎（52）1111)

認知症や介護のことで相談したい…虐待かもしれない…と思ったら
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育児相談
　相談日 /月～金 9：30～11：30、13：30～16：30
子育てについて思っていること、悩んでいること等気軽
にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所して
の相談にも応じます。　　
※活動のある日の午前中は、相談に応じられない場合が
　あります。

こんにちは

四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”です!

お豆入れを作ろう
牛乳パックでお豆入れを作るよ。できたらみんなで「鬼は
～外～！」豆まきの練習もしようね。
1月21日（火）　9：30～11：30
子育て支援センター

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

　　親子ふれあい活動

◆0歳児・妊婦対象（ぴよちゃんクラブ）

時

場

時

場

時

場

手形、足形をとろう
どれだけ大きくなったかな？手形足形をとるよ。
身長、体重も測ろうね。
2月7日（金）　9：30～11：30
子育て支援センター

　　その他の活動　

保育所名

★八束保育所

古津賀保育所

具同保育所

竹島保育所

あおぎ保育所

1月15日

1月15日

1月17日

2月4日

1月20日

2月6日

2月6日

水

水

金

火

月

木

木

時　間

9：30～10：30

9：30～11：00

9：30～10：30

9：30～10：30

9：30～10：30

駐車場

数台有

〃

〃

〃

〃

園庭開放　※雨天の場合は中止します。
月日

※★表示の日は、園内を見学させてもらったり、いろいろ話を聞く
　ことができます。（雨天の場合もあります。）

※新たに参加を希望される人は、準備などの都合がありますので、
　あらかじめご連絡ください。（活動内容によっては、ご遠慮いた
　だく場合もあります）①など番号が付いている活動は、日程ご
　とにグループに分かれます。

時

場

使わなくなった育児用品、子ども服など、持ち寄ってみん
なで譲り合いましょう。おうちにあったら、持って来てね。
1月29日（水）　10：00～11：30
子育て支援センター

◆譲ってください、譲ります（0・1・2・3歳児対象）

時

場

1年間元気に過ごせるように、みんなで豆まきをするよ。
お母さんと力を合わせて鬼をやっつけよう！
[ぴよちゃんクラブ]1月31日（金）　9：30～11：30
 [1・2・3歳児]（ぽっぽ）2月3日（月）　9：30～11：30
子育て支援センター

◆豆まき

発達相談員の橋村さんによる発達講座です。気になること
など気軽に相談もできます。絵本ボランティアさんによる
絵本の読み聞かせもあります。
1月17日（金）　10：00～11：30
子育て支援センター

◆ぽっぽの広場（0・1・2・3歳児対象）

時

場

12・1月生まれのお誕生日をみんなでお祝いしようね。
[ぴよちゃんクラブ]1月24日(金)　9：30～11：30
[1・2・3歳児]（ぽっぽ）1月27日(月)　9：30～11：30
子育て支援センター

◆お誕生会

そ
の
他
・
相
談

帰
省
し
て
い
る
皆
さ
ま
、四
万
十

市
へ
U
タ
ー
ン
し
ま
せ
ん
か
？

　
市
で
は
地
域
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
、

移
住
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
U
タ
ー
ン
希
望
者
に
対
し
て
も
、移
住
支

援
用
住
宅
の
紹
介
な
ど
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
高
知
県
で
の
仕
事
探
し
は
、東
京
、大
阪
、

高
知
に
窓
口
を
設
け
、「
高
知
求
人
ネ
ッ
ト
」

を
運
営
す
る
高
知
県
移
住
促
進
・
人
材
確
保

セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
県
外
で
U
タ
ー
ン
や
移
住
を
お
考
え
の
ご

家
族
・
ご
友
人
に
も
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

市
公
式
H
P（
移
住
）

　http://iju.city
.na
ka
m
ura
.kochi.jp/w

p/

高
知
求
人
ネ
ッ
ト

　http
s:/
/
k
o
c
hi-jin

za
i.jp
/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　（
市
）企
画
広
報
課
　
☎（
3
4
）8
8
6
6

　
高
知
県
移
住
促
進
・
人
材
確
保
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
8
8（
8
5
5
）6
6
4
8（
代
表
）

市公式HP（移住）

高知求人ネット

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　☎（35）3748
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就
職
支
援
説
明
会
・
相
談
会

　「
仕
事
が
決
ま
ら
な
い
」「
仕
事
が
続
か
な

い
」「
対
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
」「
子
供

の
将
来
が
心
配
」な
ど
、就
職
の
こ
と
で
お
悩

み
の
若
者（
15
〜
39
歳
）と
そ
の
保
護
者
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
就
職
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
説
明

後
、相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　
2
月
26
日（
水
）

　
説
明
会
　
13
時
〜
14
時

　
相
談
会
　
14
時
〜
17
時

▼
会
場

　
市
役
所
本
庁
3
階
　
3
0
5
会
議
室

　
※
説
明
会
は
参
加
自
由
、相
談
会
は
予
約
制

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
は
た
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎（
3
4
）9
1
0
0

相
続
登
記
無
料
相
談
会

　
高
知
県
司
法
書
士
会
で
は
、2
月
を「
相
続

登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」と
定
め
、県
内

10
箇
所
で
無
料
法
律
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。相
続
登
記
を
は
じ
め
、法
定
相
続
情
報
証

明
制
度
、遺
言
、遺
産
分
割
協
議
な
ど
相
続
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
、適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、２
月
の
１
か
月
間
は
、県
内
の
司
法

書
士
事
務
所
で
も
無
料
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
1
日（
土
）10
時
〜
15
時

▼
場
所

　
・
黒
潮
町
社
会
福
祉
協
議
会

　（
幡
多
郡
黒
潮
町
入
野
2
0
1
7-

1
）

　
・
宿
毛
市
片
島
公
民
館

　（
宿
毛
市
片
島
1-

77
）

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
司
法
書
士
会
　
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
8
8（
8
2
5
）3
1
4
3

お
し
ご
と
カ
フ
ェ
in
四
万
十
市

　「
も
う
一
度
働
き
た
い
」と
い
う
お
お
む
ね

55
歳
以
上
の
皆
さ
ま
を
対
象
に
、「
お
し
ご
と

カ
フ
ェ
in
四
万
十
市
」を
開
催
し
ま
す
。

　
仕
事
の
内
容
や
希
望
す
る
働
き
方
等
を
、

企
業
の
人
と
直
接
話
せ
る
茶
話
会
形
式
で

す
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
1
月
22
日（
水
）14
時
〜
16
時

▼
場
所

　
サ
ン
リ
バ
ー
四
万
十（
右
山
3
8
3-

7
）

▼
参
加
料
　
無
料

▼
対
象
　
お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
人

▼
定
員
　
先
着
20
名（
要
事
前
申
込
）

▼
参
加
企
業
　
5
社（
幡
多
地
域
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
協
議
会

　
事
務
局 

高
知
県
経
営
者
協
会

　
☎
0
8
8（
8
7
9
）1
9
0
7 

認
知
症
介
護
に
か
か
わ
る
家
族

の
会「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」交
流
会

　　「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」は
、認
知
症
介
護
に
つ

い
て
の
思
い
や
悩
み
を
共
有
し
、支
え
あ
う

た
め
の「
集
い
の
場
」で
す
。

　
他
の
人
に
は
な
か
な
か
分
か
っ
て
も
ら
え

な
い
こ
と
も
、同
じ
体
験
を
し
て
き
た
人
ど

う
し
な
ら
分
か
り
あ
え
、介
護
で
疲
れ
た
こ

こ
ろ
が
少
し
で
も
楽
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
初
め
て
の
人
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
日
時

　
1
月
28
日（
火
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
場
所

　
市
立
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
市
民
病
院
1
階
）

※
ご
家
族
だ
け
で
も
、認
知
症
の
人
と
ご
一

　
緒
の
参
加
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」事
務
局
　
松
岡
時
規
子

　
☎（
3
4
）4
5
2
8

　
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
3
4
）0
1
7
0

く
ら
し
と
い
の
ち
何
で
も
相
談
会

　
日
々
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
み

に
つ
い
て
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
弁
護
士
等
の
専
門
家
が
秘
密
厳
守
で
、無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
1
月
25
日（
土
）13
時
〜
15
時

▼
場
所
　
フ
ジ
グ
ラ
ン
四
万
十
　
1
階

▼
主
催
　
高
知
医
療
生
活
協
同
組
合

▼
後
援

　
四
万
十
市
、四
万
十
市
社
会
福
祉
協
議
会
他

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
☎
0
8
0-

5
6
6
7-
5
3
1
0（
樋
口
）

1
1
0
番
通
報
の
適
切
な
利
用
を

　
1
月
10
日
は「
1
1
0
番
の
日
」で
す
。

　
1
1
0
番
は
、事
件
や
事
故
が
発
生
し
た

際
に
、県
民
の
皆
さ
ん
と
警
察
を
結
ぶ
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
で
あ
り
、安
全
で
安
心
な
日
常
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
緊
急
の
場
合
は
す
ぐ
に「
1
1
0
番
」、緊

急
の
対
応
を
必
要
と
し
な
い
各
種
ご
相
談
や

お
問
い
合
わ
せ
等
は「
＃
9
1
1
0
番
」や
、

中
村
警
察
署
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
村
警
察
署
　 

☎（
3
4
）0
1
1
0

｢広報しまんと｣
スマートフォンで

配信中!
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★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

児
童
書  

え
ほ
ん

/

あたしたち、海へ

川崎病

静かなる変革者たち

司法通訳人という仕事

人生9回裏の戦い方

桃源

毒牙

魔法使いと最後の事件

井上　荒野

三浦　大

横山　恵子ほか

小林　裕子

江本　孟紀

黒川　博行

吉川　永青

東川　篤哉

おしょうがつのかみさま

蒲生氏郷

しょうがくせいのおばけずかん

たまたまたまご

どうなる？これからのお金図鑑

なんと！ようひんてん

ほんとうの願いがかなうとき

宮本武蔵

おくはら　ゆめ

水谷　俊樹

斉藤　洋

北村　裕花

荻原　博子

石川　基子

バーバラ・オコーナー

飯野　和好

★
映
画
上
映
会
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い
★

　
来
年
度
の
市
立
図
書
館
映
画
上
映
会
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、図
書
館
内
掲

示
板
に
て
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
英
字
新
聞
譲
渡
の
ご
案
内
★

　
保
存
期
間
の
過
ぎ
た
英
字
新
聞
を
無
料
で
お
譲
り
し
ま
す
。一
人
5

部
ま
で
。（
袋
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。）

　
・
日
時
　
1
月
31
日（
金
）9
時
〜（
当
日
は
休
館
日
で
す
。）

　
・
場
所
　
市
立
図
書
館
入
口
前（
本
館
の
み
）

　
※
取
り
置
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

問 

市
立
図
書
館  

（
３
5
）２
９
２
３ 

開館時間　（本館）9：00～19：00
　　　　　（分館）10：00～18：00

新着おすすめ8+8
1
月
31
日（
金
）　
館
内
整
理
日

新着図書（442冊）

令和元年度「人権絵画標語展」の入賞者をお知らせします。
☆入賞作品は、広報2月号より毎月1作品ずつ紹介していきます。お楽しみに。

『人権絵画』

【低学年の部（小1～小3）】

　市　  長　  賞：田中　とき さん（東山小1年）

　副　市　長　賞：今城　れんと さん（東山小1年）

　教　育　長　賞：山崎　聡士 さん（八束小2年）

　審査員特別賞：湯岑　ほのか さん（中村小1年）

　審査員特別賞：松田　ゆきひさ さん（中村小1年）

　審査員特別賞：増山　一花 さん（中村小2年）

　審査員特別賞：永山　とうま さん（東山小2年）

【高学年の部（小4～中3）】

　市　  長　  賞：走川　力 さん（東中筋中2年）

　副　市　長　賞：畠中　悠希 さん（東中筋小5年）

　教　育　長　賞：佐竹　俐美 さん（東中筋中2年）

 た  なか

いまじょう

やまさき　　そう し

 ゆ みね

まつ だ

 ますやま　　いち  か

 ながやま

はせがわ　 ちから

はたけなか　 はる の

 さ たけ　 　り　み

『人権標語』

【小学生の部】

　市　  長　  賞：田邊　柚摩 さん（中村南小6年）

　副　市　長　賞：中山　華鈴 さん（東山小6年）

　教　育　長　賞：北尾　花音 さん（中村小4年）

　審査員特別賞：谷﨑　悠生 さん（蕨岡小3年）

　審査員特別賞：東　琴美 さん（川登小5年）

　審査員特別賞：山﨑　心結 さん（八束小2年）

【中学生の部】

　市　  長　  賞：川村　昆義 さん（中村西中3年）

　副　市　長　賞：伊勢脇　結愛 さん（大用中3年）

　教　育　長　賞：上岡　桃理 さん（中村西中3年）

　審査員特別賞：加用　結空 さん（下田中2年）

　審査員特別賞：門田　来実 さん（後川中2年）

　審査員特別賞：林　瑠愛 さん（中村西中1年）

 た なべ　　 ゆ　ま

なかやま　　 か りん

きた お　　   か のん

たにざき　　ゆうせい

ひがし　 こと  み

やまさき　　 み ゆう

かわむら　　ひでのり

 い  せ わき　　ゆう あ

かみおか　　も　こ

 か よう　　ゆ　ら

かど た　　 くる み

はやし　　る　あ

【「人権絵画標語展」入賞者紹介】

定期相談所

社会福祉センター
1月20日（月）
13時～16時

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》正木　卓夫 
　　　　　平石　眞理子 

本村多目的集会所
2月5日（水）
9時～12時

《相談委員》中平　晋祐 
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お
誕
生

お
め
で
と
う

お
誕
生

お
め
で
と
う

片
山
 

結
香
子

杉
本
 

康
明

大
西
 

藍
叶

植
野
 

樹

遠
近
 

俊
介

田
邉
 

木
葉

片
山
 

純
花

槇
山
 

結
月

松
岡
 

哲
志

田
辺
 

心
愛

芝
岡
 

明
里

富
永
 

朔
斗

阪
本
 

巳
華

東
川
 

笑
茉

市
川
 

叶
翔

柏
原
 

一
茉
李

間
﨑
 

香
乃

山
岡
 

妃
莉

竹
本
 

飛
鳥

安
岡
 

恋

中
野
 

蒼
大

ゆ
か
こ

こ
う
め
い

あ
い
と

い
つ
き

し
ゅ
ん
す
け

こ
は

じ
ゅ
ん
か

ゆ
づ
き

さ
と
し

こ
あ

あ
か
り

さ
く
と

み
は
な

え
ま

と
あ

ひ
ま
り

か
の

ひ
ま
り

あ
す
か

れ
ん

そ
う
た

英
昭

純
平

憧
哉

大
成

祐
太

哲尚
明

由
浩

大
志

雄
太

太
一

幸
太
郎

秀
樹

健
作

和
輝

晋
作

大
介

純
誠

直
貴

恭
輔

優
也

（
令
和
１
・
12
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
令
和
１
・
12
・
５
届
出
分
ま
で
）

中
村
大
橋
通

中
村
愛
宕
町

中
村
東
町

右

山

右
山
元
町

不

破

古

津

賀

具

同

具

同

具

同

渡

川

具
同
田
黒

具
同
田
黒

赤

松

町

楠

島

有

岡

下

田

岩

田

西
土
佐
岩
間

西
土
佐
下
家
地

西
土
佐
江
川

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、「
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ

の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
家
族
の
方
が

希
望
さ
れ
た
場
合
に
掲
載
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

（
本
庁
）
市
民
・
人
権
課
　

（
３
４
）

１
１
１
３
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

住
　
所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す

右

山

右

山

右

山

古

津

賀

安

並

安

並

具

同

具

同

渡

川

具
同
田
黒

具
同
田
黒

山

路

下

田

蕨

岡

甲

口

鴨

川

奥

鴨

川

佐

田

川

登

大

屋

敷

西
土
佐
下
家
地

西
土
佐
半
家

94 82 96 88 90 93 82 75 83 78 99 86 92 95 85 84 72 95888690

中
山
 

末
春

山
﨑
 

早
水

相
原
 

政
子

前
田
 

英
子

溝
渕
 

照
子

今
城
 

豊
子

中
　
 

政
利

久
保
 

守
右

　
永
 

節
夫

西
村
 

嘉
之

福
井
 

史
枝

山
﨑
 

集
司

矢
部
 

美
津
子

松
岡
 

和
代

下
駄
場
 
経
秋

朝
比
奈
 
三
義

前
田
 

治
俊

伊
與
田
 
八
重
子

山
本
 

　
子

宮
畠
 

耕
三

稲
屋
 

百
合
子

住
　
所

享
　
年

（
満
年
齢
）

氏
　
　  

名

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く172172

　
ひ
と
は
誉
め
る
に
越
し
た
こ
と
は

な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ

め
方
も
な
か
な
か
に
た
い
へ
ん
で
す
。

個
人
的
判
断
だ
け
で
済
む
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
事
が
地
球
規
模
と
も
な

る
と
判
断
が
難
し
く
、
つ
い
権
威
あ

る
判
断
に
す
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ノ

ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
て
い
る
か
ど
う

か
も
基
準
に
な
り
ま
す
。
戦
前
の
日

本
は
一
人
の
受
賞
者
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
戦
後
、
湯
川
秀
樹
博
士
が

物
理
学
賞
を
受
賞
し
国
中
に
そ
の
存

在
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
は
〈
今
年
は
日
本
か
ら
何
人
出

て
く
る
だ
ろ
う
か
〉
と
関
心
も
あ
つ

ま
り
、
期
待
も
た
か
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
科
学
の
分
野
で
一
人
が
受
賞

で
き
私
も
手
放
し
で
喜
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
賞
の
分
野
に
文
学
賞
と
い
う

も
の
も
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
作

家
の
川
端
康
成
が
受
賞
し
ま
し
た
が

当
時
で
も
素
人
文
学
者
の
間
で
は

（
な
ぜ
川
端
か
）
の
声
も
聞
こ
え
た

も
の
で
し
た
。
私
は
少
年
の
頃
か
ら

好
き
な
作
家
で
し
た
の
で
、
友
人
ら

と
そ
の
議
論
を
し
た
も
の
で
し
た
。

数
学
や
科
学
の
よ
う
に
〈
数
量
＝
点

数
〉
で
誰
に
で
も
わ
か
れ
ば
反
論
も

少
な
い
で
し
ょ
う
が
、
文
学
や
音
楽

ま
た
は
平
和
へ
の
貢
献
度
な
ど
は
一

位
が
誰
で
二
位
は
誰
な
の
か
わ
か
り

に
く
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
賞
は
、
昨
年
は
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
で
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
ど

う
か
と
気
に
し
て
い
る
と
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
作
家
、
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
ト

ケ
氏
が
選
ば
れ
た
と
知
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
非
難
ご
う
ご
う
で
す
。

欧
米
で
は
ハ
ン
ト
ケ
氏
を
厳
し
く
問

う
論
調
が
多
い
と
い
い
ま
す
。
彼
は

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
内
戦
で
イ
ス
ラ

ム
系
住
民
七
千
人
以
上
が
殺
害
さ
れ

た
「
ス
レ
ブ
レ
ニ
ツ
ァ
の
虐
殺
」
を

イ
ス
ラ
ム
系
が
で
っ
ち
上
げ
た
も
の

だ
と
い
う
論
調
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
虐
殺
の
張
本
人
の
ユ
ー
ゴ
大
統

領
の
葬
儀
に
参
列
し
弔
辞
ま
で
も
読

み
上
げ
ま
し
た
。
彼
へ
の
ノ
ー
ベ
ル

文
学
賞
を
直
ち
に
取
り
消
せ
と
言
わ

れ
て
い
る
と
の
報
道
で
す
。

　
政
治
的
な
出
来
事
の
賛
否
両
論

は
私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
〈
人
を

賞
す
る
こ
と
）
の
難
し
さ
を
教
え
ら

れ
る
思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。

　
わ
が
近
所
で
も
、
あ
の
人
は
い
い

人
悪
い
人
と
の
評
価
が
飛
び
交
い
ま

す
。
後
日
、
「
あ
ん
な
人
が
…
」
と

の
評
判
が
駆
け
巡
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
あ
い
つ
が
や
る
こ
と
ぐ
ら

い
お
れ
で
も
で
き
る
ん
だ
と
い
う
人

さ
え
も
で
て
き
ま
す
。

　
私
の
若
い
頃
は
『
賞
す
る
こ
と
は

罪
悪
だ
』
と
い
う
論
陣
を
張
る
人
さ

え
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
衞

ご家族、ご友人からの相談も可能です。

■毎週水曜日17時～19時（祝日除く。）

【窓口】
　（市）子育て支援課　企画係
　☎（34）9007

婚活相談窓口を開設しています
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㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備

）
）
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日
月
火
水
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日
土
日
月
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日
土
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土
日
土
日

12月28日
29日
30日
31日

1月 1日
2日
3日
4日
5日
11日
12日
13日
18日
19日
25日
26日

2月 1日
2日
8日
9日

水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】（本　　庁) 上下水道課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1114
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さくらクリニック
木俵病院
佐々木整形外科
竹本病院
正木整形外科
市民病院
小原外科胃腸科
森下病院
市民病院
さたけ小児科
市民病院
中村病院
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日（
日（
日（
日（
日（
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日（
日（
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日
火
水
木
金
日
日
月
日
日
日
日

12月

1月

2月

29
31
1
2
3
5
12
13
19
26
2
9

☎（ 3 5 ）2 5 5 5
☎（ 3 4 ）1 2 1 1
☎（ 3 4 ）7 1 7 7
☎（ 3 5 ）4 1 5 1
☎（ 3 4 ）5 2 5 2
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 5 ）0 1 0 8
☎（ 3 4 ）2 0 3 0
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 7 ）2 2 5 5
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）3 1 7 7

☎（ 3 4 ）3 6 2 1
☎（ 3 4 ）2 3 2 4
☎（ 3 5 ）5 9 9 6
☎（ 3 3 ）0 6 6 0
☎（ 3 5 ）3 4 5 8
☎（ 3 7 ）3 3 8 3
☎（ 3 7 ）5 1 5 1
☎（ 3 5 ）4 8 7 9
☎（ 3 3 ）0 6 5 3
☎（ 3 4 ）6 0 3 1
☎（ 3 5 ）2 3 1 6
☎（ 3 4 ）4 8 5 5
☎（ 3 2 ）1 0 9 5
☎（ 3 5 ）4 3 2 3
☎（ 3 4 ）3 6 2 1
☎（ 3 4 ）2 3 2 4
☎（ 3 5 ）5 9 9 6
☎（ 3 3 ）0 6 6 0
☎（ 3 5 ）3 4 5 8
☎（ 3 7 ）3 3 8 3

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。

「広報しまんと」2月号は
1月29日(水)発送予定です
「広報しまんと」2月号は
1月29日(水)発送予定です
「広報しまんと」2月号は
1月29日(水)発送予定です

1月実施の統計調査

2020年農林業センサス

後川、大川筋、富山、蕨岡

市内全域

経済センサスー基礎調査

【問い合わせ先】(市)企画広報課広報統計係　☎(34)1810
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△ 16
△ 2
△ 6

人　（
人　（
人　（
世帯（

）
）
）
）

33,690
15,959
17,731
16,635

人
人
人
人

40
44
21
35
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有料広告
掲載スペース

有料広告
掲載スペース
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